
授業担当

2単位　 32時数

実務経験　

放送局勤務歴有・ コ ンサル業務

授業の方法

課題内容

（ 授業時間内での設定課題）

ク ール開始授業説明、 到達点について

現状の敬語力

小テスト ／尊敬、 丁寧

小テスト ／謙譲語

小テスト ／よく 間違える敬語の使い方

模擬テスト

模擬テスト

筆記テスト

前ク ール振り 返り 、 次ク ール授業説明、 到達点について

グループワーク ／サービ ス接遇２ 級対策

グループワーク ／サービ ス接遇２ 級対策

グループワーク ／サービ ス接遇２ 級対策

グループワーク ／サービ ス接遇２ 級対策

グループワーク ／サービ ス接遇２ 級対策

グループワーク ／サービ ス接遇２ 級対策

筆記テスト

到達目標

１ 、 サービス業務に対する心構え、 対人心理の理解、 応対の技術、 振る舞いなどを 学ぶ

２ 、 おも てなし の心と かたちを 習得する

３ 、 サービス接遇検定３ 級合格

  学校名： 専門学校九州スク ール• オブ• ビジネス 　 学科名： 経営学科

　 教科名： サービス接遇Ⅰ 堂上 　 ■ 1年　 前期

演習
成績評価の方法・ 基準
筆記試験による評価

回
授業内容

備考
（ 評価ポイ ン ト ）

1
導入授業

2
敬語①

3
敬語②

4
敬語③

5
敬語④

6
検定対策

7
検定対策

8
中間テスト

9
復習授業

10
敬語・ グループ研究

11
敬語・ グループ研究

12
敬語・ グループ研究

13
敬語・ グループ研究

14
敬語・ グループ研究

15
敬語・ グループ研究

16
最終テスト



授業担当

２ 単位　 ３ ２ 時数

実務経験　

放送局勤務歴有・ コ ンサル業務

授業の方法

課題内容

（ 授業時間内での設定課題）

ク ール開始授業説明、 到達点について

理解でき ていないと こ ろ の把握と 克服

過去問

場面に応じ た文章作成・ 問題集

場面に応じ た文章作成・ 問題集

場面に応じ た文章作成・ 問題集

模擬テスト

筆記テスト ・ 実技テスト

前ク ール振り 返り 、 次ク ール授業説明、 到達点について

電話の受け方・ 名前伺い

聞き 取り

伝言の受け方と メ モ

会話のバト ン タ ッ チ

ク レ ーム

ケーススタ ディ

筆記テスト ・ 実技テスト

到達目標

１ 、 サービス業務に対する心構え、 対人心理の理解、 応対の技術、 振る舞いなどを 学ぶ

２ 、 おも てなし の心と かたちを 習得する

３ 、 サービス接遇検定３ 級合格

  学校名： 専門学校九州スク ール• オブ• ビジネス 　 学科名： 経営学科

　 教科名： サービス接遇Ⅰ 堂上 　 ■ 1年　 後期

演習
成績評価の方法・ 基準
筆記試験による評価

回
授業内容

備考
（ 評価ポイ ン ト ）

1
導入授業

2
前期振り 返り

3
敬語

4
アナウン ス文

5
掲示文

6
販売文

7
検定対策

8
中間テスト

9
導入授業

10
電話対応

11
電話対応

12
電話対応

13
電話対応

14
電話対応

15
電話対応

16
最終テスト



授業担当

２ 単位　 32時数

実務経験　

情報システム企業勤務歴有

授業の方法

課題内容

（ 授業時間内での設定課題）

Wor d2019基本編

Wor d2019基本編

ビ ジネス文書編集問題 Wor d2019基本編

Wor d2019基本編

ビ ジネス文書作成問題 Wor d2019基本編

Wor d2019基本編

表を 使用し たビ ジネス文書表作成問題 Wor d2019基本編

図形作成問題 Wor d2019基本編

Wor dの2019基本編テキスト の総合問題 Wor d2019基本編

模擬問題1 Wor d文書処理技能認定試験３ 級問題集

模擬問題2 Wor d文書処理技能認定試験３ 級問題集

模擬問題3 Wor d文書処理技能認定試験３ 級問題集

模擬問題4 Wor d文書処理技能認定試験３ 級問題集

模擬問題5 Wor d文書処理技能認定試験３ 級問題集

模擬問題6 Wor d文書処理技能認定試験３ 級問題集

到達目標

１ 、 Wor dの基本操作

２ 、 ビジネス文書の作成習得

３ 、 Wor d文書処理技能認定試験３ 級の取得

  学校名： 専門学校九州スク ール• オブ• ビジネス 　 学科名： 経営学科

　 教科名： of f i ce基礎（ Wor d) 小磯 　 ■ １  年　 前期

演習
成績評価の方法・ 基準
筆記試験による評価

回
授業内容

備考
（ 評価ポイ ン ト ）

1
授業内容説明、 Wor d-基本操作

2
文書編集

ビ ジネス文書の基本的な編集作業

3
印刷設定・ 文書編集問題

ヘッ ダーフ ッ タ ー・ 印刷設定・ 文書編集を 行い機能を 習得する

4
文書作成

ビ ジネス文書作成ためのテク ニッ ク

5
文書作成問題

文書編集・ 文書作成を まと めた書類を 作成する

6
表を 使っ た文書作成

表が入っ たビ ジネス文書を 作成し 、 表の使い方を 習得する

7
表を 使っ た文書作成問題

表作成を メ イ ン に表の使い方を 学ぶための問題を 行っ ていく

8
図形や画像を 使っ た文書の作成

ポスタ ーやチラ シなど、 ビ ジネス文書以外の書類の作成

9
総合学習問題

Wor d2019基本編第２ 部問題演習編

10
Wor d3級問題集

問題集の模擬問題１ の作成を 行い、 作成後に解説し ます。

11
Wor d3級問題集

問題集の模擬問題2の作成を 行い、 作成後に解説し ます。

12
Wor d3級問題集

問題集の模擬問題3の作成を 行い、 作成後に解説し ます。

13
Wor d3級問題集

問題集の模擬問題4の作成を 行い、 作成後に解説し ます。

14
Wor d3級問題集

問題集の模擬問題5の作成を 行い、 作成後に解説し ます。

15
Wor d3級問題集

問題集の模擬問題6の作成を 行い、 作成後に解説し ます。

16
最終テスト



授業担当

２ 単位　 32時数

実務経験　

情報システム企業勤務歴有

授業の方法

課題内容

（ 授業時間内での設定課題）

Excel 2019基本編

Excel 2019基本編

表作成問題 Excel 2019基本編

Excel 2019基本編

表作成グラ フ 作成問題 Excel 2019基本編

Excel 2019基本編

Excel 2019基本編

関数問題 Excel 2019基本編

Excel 2019基本編の総合問題 Excel 2019基本編

四則演算・ SUM/AVERAGE関数を 使用し た表作成問題

グラ フ を 含めた表作成問題

ROUND関数を 含めた表作成問題

日付関数を 含めた表作成問題

I F関数を 含めた表作成問題

OR, ANDを 含めた複雑なI F関数を 含めた表作成問題

到達目標

１ 、 EXCELの基本操作

２ 、 EXCEL表・ グラ フ 作成

３ 、 基本的な関数の使い方を身につける

  学校名： 専門学校九州スク ール• オブ• ビジネス 　 学科名： 経営学科

　 教科名： of f i ce基礎（ Excel ） 小磯 　 ■ １  年　 後期

演習
成績評価の方法・ 基準
筆記試験による評価

回
授業内容

備考
（ 評価ポイ ン ト ）

1
Excel -入力方法・ 四則演算

全角半角での入力方法・ 四則演算・ 絶対参照

2
Excel -表の編集

罫線・ 列・ 行幅・ 表を 完成

3
Excel -表の印刷と 問題

ヘッ ダ・ フ ッ タ の作成・ 印刷範囲の設定

4
Excel -グラ フ 作成・ 図形描画

表を 元に棒グラ フ ・ 円グラ フ の作成

5
Excel -グラ フ 作成・ 図形描画問題

表作成・ 印刷設定・ グラ フ 作成問題

6
Excel -ブッ ク 管理・ ウィ ン ド ウ操作・ データ ベース機能

ワーク シート の操作・ ウィ ン ド ウ枠の固定・ 並べ替え・ 抽出

7
Excel -関数

SUM/AVERAGE/MAX/MI N/COUNT/ROUND/I F/DATEDI F関数

8
Excel -関数問題

各関数を 使用し た表作成問題

9
Excel -総合学習問題

Excel 2019基本編の表・ グラ フ ・ 関数を 使用し た総合問題

10
Excel -総合問題1（ 表・ 関数）

11
Excel -総合問題2（ 表・ グラ フ ・ 関数）

12
Excel -総合問題3（ 表・ 関数）

13
Excel -総合問題4（ 表・ 関数）

14
Excel -総合問題5（ 表・ 関数）

15
Excel -総合問題5（ 表・ 関数）

16
最終テスト



授業担当

２ 単位　 32時数

実務経験　

結婚式場・ 百貨店等の色彩指導

授業の方法

課題内容

（ 授業時間内での設定課題）

到達目標

１ 、 色彩理論及び色彩心理学の基礎を 理解し 、 色の意味、 効果、 影響力について

２ 、 理論的に説明でき るよう にする。 （ 占い、 まじ ない、 迷信などと の違いを 明ら かにする）

  学校名： 専門学校九州スク ール• オブ• ビ ジネス 　 学科名： 経営学科

　 教科名： ビジネスカ ラ ー 姫野 　 ■ １  年　 前期

演習
成績評価の方法・ 基準
筆記試験による評価

回
授業内容

備考
（ 評価ポイ ント ）

1
ﾋﾞ ｼﾞ ﾈｽｶﾗ とー は
色のｲﾒ ｼーﾞ

ｶﾗ をー 使う 仕事を 調べる
ｸﾗｽﾒｲﾄのｶﾗ ｲーﾒ ｼーﾞ

2
ﾊ゚ ｿーﾅﾙｶﾗｰについて
1. 色彩心理学・ 生理学（ 人間の目と 色の関係）

ﾊ゚ ｿーﾅﾘﾃｨﾃｽﾄ・ ｻﾌﾞ ｼﾞ ｪｸﾄｶﾗ ﾃーｽﾄ

3
1. 色彩心理学・ 生理学（ 色彩心理学と は）

ﾄﾞ ﾛ ｲーﾝｸﾞ ｶﾗ ﾃーｽﾄ

4 1.  色彩心理学・ 生理学（ 色彩生理学と は） 色相環作成

5
2.  眼のし く み
    ﾊ゚ ｿーﾅﾙｶﾗｰ診断

ト ーン 図作成

6
3.  光と 色
    ﾊ゚ ｿーﾅﾙｶﾗｰ診断

ト ーン 図作成

7
4.  混色「 加法混色」 と 「 減法混色」
    ﾊ゚ ｿーﾅﾙｶﾗｰ診断

心理効果表作成

8 5.  色の三属性・ 色のト ーン 色相配色表作成

9 6.  色の連想・ イ メ ージ（ 赤～緑） ﾄ ﾝー配色表作成

10 6.  色の連想・ イ メ ージ（ 青～水色） 自分の個性のｼ ｽー゙ ﾝを 確認

11 6.  色の連想・ イ メ ージ（ 茶～グレ ー） 色の性質・ ｲﾒ ｼーﾞ

12 　 色の心理効果（ 暖色・ 寒色、 進出色・ 後退色） 色の性質・ ｲﾒ ｼーﾞ

13 　 色の心理効果（ 膨張・ 収縮、 軽重、 硬軟） 色の性質・ ｲﾒ ｼーﾞ

14 前期総復習 色彩理論中心に前期内容復習

15 前期ﾃｽﾄ

16
テスト



授業担当

２ 単位　 32時数

実務経験　

結婚式場・ 百貨店等の色彩指導

授業の方法

課題内容

（ 授業時間内での設定課題）

　 色の三属性・ 三原色　 色の視覚効果

　 基本の配色　 （ 　 色相配色・ ト ーン 配色　 ）

　 １ ． 誰も が心地よ い、 快適感を 満喫でき る 配色

　 ２ ． 目を 惹き 、 刺激的で興奮を 促す配色

　 ３ ． 時代を 動かすト レ ン ド 的な配色

　 ビ ジネス戦略ツ ールと し てのカ ラ ーを 考える

　 カ ラ ーマーケティ ン グと 色彩心理

　 言語によ る イ メ ージスケール作成

　 季節のイ メ ージスケール作成

　 自由課題によ る イ メ ージスケール作成

　 画像の色分析によ り 、 レ イ アウト 、 面積比を 確認する

　 フ ァ ッ ショ ン イ メ ージカ ラ ー・ 広告のイ メ ージカ ラ ー

　 ・ 空間のアク セン ト カ ラ ー

　 過去問題によ る 試験対策

　 資格試験内容を 踏まえた後期テスト

　 資格試験内容解説

到達目標

１ 、 色彩理論や色彩心理学に基づいて、 ビジネスを 構築する際に選択する色を

　 　 理論的説明でき るよう にする。

２ 、 ビジネスカ ラ ージュ ニアアド バイ ザー資格を 取得するための学習を する

  学校名： 専門学校九州スク ール• オブ• ビジネス 　 学科名： 経営学科

　 教科名： ビジネスカ ラ ー 姫野 　 ■ １  年　 後期

演習
成績評価の方法・ 基準
筆記試験による評価

回
授業内容

備考
（ 評価ポイ ン ト ）

1
　 色彩理論復習

2
　 基本の配色

3
　 ビ ジネスカ ラ ー配色

4
　 ビ ジネスカ ラ ー配色

5
　 ビ ジネスカ ラ ー配色

6
　 ビ ジネスカ ラ ー理論

7
　 カ ラ ーマーケティ ン グと は

8
　 カ ラ ーイ メ ージスケール

9
　 カ ラ ーイ メ ージスケール

10
　 カ ラ ーイ メ ージスケール

11
　 カ ラ ーコ ーディ ネイ ト 演習

12
　 カ ラ ーコ ーディ ネイ ト 演習

　 学科名： フ ラ ワービジネス学科

16
試験解説

13
ビ ジネスカ ラ ージュ ニアアド バイ ザー資格試験対策

14
後期テスト

15
ビ ジネスカ ラ ージュ ニアアド バイ ザー資格試験



授業担当

２ 単位　 32時数

実務経験　
文科省書写検定審査委員

授業の方法

課題内容
（ 授業時間内での設定課題）

文字を 書く ための基本

姿勢・ 持ち 方・ 自分の名前の確認

自分の名前（ 配字配列）

感じ のバラ ン スの取り 方を 学ぶ❶

感じ のバラ ン スの取り 方を 学ぶ❷

片仮名の字源と 特徴

片仮名のバラ ン スの取り 方を 学ぶ

片仮名の字源と 特徴

片仮名のバラ ン スの取り 方を 学ぶ

縦書き の書式と バラ ン ス

活字から 書き 文字へ書き 取り

横書き の書式と バラ ン ス

活字から 書き 文字へ書き 取り

文字のバラ ン スの取り 方（ まと め）

縦書き ・ 横書き （ 小テスト ）

履歴書の書き 方（ 下書き ）

名前・ 漢字の書き 取り 練習

履歴書の書き 方

履歴書を 書く ための書式と バラ ン ス

履歴書の書き 方

添削を 参考にまと め

横書き 　 第1・ 4問

〜早書き ・ 楷書〜

横書き 　 第1・ 4問

〜早書き ・ 楷書〜

はがき の表書き 　 第５ 問

〜はがき の書式を 学ぶ〜

はがき の表書き 　 第５ 問

〜はがき の書式を 学ぶ〜

15
書写検定合格のポイ ン ト ④

16
テスト

13
書写検定合格のポイ ン ト ②

14
書写検定合格のポイ ン ト ③

11
読みやすい文字を 書く コ ツ ⑪

12
書写検定合格のポイ ン ト ①

9
読みやすい文字を 書く コ ツ ⑨

10
読みやすい文字を 書く コ ツ ⑩

7
読みやすい文字を 書く コ ツ ⑦

常用漢字

8
読みやすい文字を 書く コ ツ ⑧

常用漢字

5
読みやすい文字を 書く コ ツ ⑤

部首

6
読みやすい文字を 書く コ ツ ⑥

常用漢字

3
読みやすい文字を 書く コ ツ ③

筆順

4
読みやすい文字を 書く コ ツ ④

部首

1
読みやすい文字を 書く コ ツ ①

筆順

2
読みやすい文字を 書く コ ツ ②

筆順

演習
成績評価の方法・ 基準
筆記試験による評価

回 授業内容 備考
（ 評価ポイ ン ト ）

到達目標
１ 、 文字の基本から 学び読みやすい文章の書き 方を学ぶ
２ 、 履歴書の書き 方
３ 、 書写検定合格のポイ ント

  学校名： 専門学校九州スク ール• オブ• ビジネス 　 学科名： 経営学科

　 教科名： 硬筆書写 岩下 　 ■ １  年　 前期



授業担当

２ 単位　 32時数

実務経験　
文科省書写検定審査委員

授業の方法

課題内容
（ 授業時間内での設定課題）

書写理論

部首

筆順

筆順

草書のよ み

常用漢字

常用漢字

まと め①

まと め②

評価１

評価２

評価３

評価４

検定の確認

評価５

15
筆ペン で実用書を 学ぶ

・ 慶弔の表書き 〜慶事・ 弔事の表書き 　 小テスト ・ まと め

16
テスト

13
筆ペン で実用書を 学ぶ

・ 慶弔の表書き 〜慶事の書き 方と 由来

14
筆ペン で実用書を 学ぶ

・ 慶弔の表書き 〜弔事の表書き と 由来

11
書写検定過去問題

・ 模擬③

12
履歴書（ 復習）

書写検定の説明、 その他

9
書写検定過去問題

・ 模擬①

10
書写検定過去問題

・ 模擬②

7
④はがき の表書き （ 復習）

・ 書式と 文字のバラ ン ス（ 第５ 問）

8
⑤復習（ 第１ 問〜第６ 問）

・ 理論　 過去問

5
③掲示文を 書く

・ B4サイ ズに油性マジッ ク で書く

6
・ レ イ アウト と バラ ン ス（ 第６ 問）

3
②縦書き の書式と 特徴

・ 楷書と 行書の特徴

4
・ マス（ 第２ 問）

・ 縦書き （ 第３ 問）

1
書写検定合格のポイ ン ト

①横書き の書式と 特徴

2
・ 早書き ４ 分（ 第１ 問）

・ 横書き （ 第４ 問） 漢字・ 平片仮名・ 数字・ アルフ ァ ベッ ト

演習
成績評価の方法・ 基準
筆記試験による評価

回 授業内容 備考
（ 評価ポイ ン ト ）

到達目標
１ 、 書写検定合格のポイ ント
２ 、 合格でき る技能を身につける
３ 、 筆ペンで実用書を学ぶ

  学校名： 専門学校九州スク ール• オブ• ビ ジネス 　 学科名： 経営学科

　 教科名： 硬筆書写 岩下 　 ■ １  年　 後期



授業担当

２ 単位　 ３ ２ 時数

実務経験　

FPオフ ィ ス経営/有

授業の方法

課題内容

（ 授業時間内での設定課題）

お金の流れを理解する

FPの全体像をつかむ

テキストの疑問点の解消

テキスト の疑問点の解消

テキスト の疑問点の解消

テキスト の疑問点の解消

テキスト の疑問点の解消

要点の理解

過去問の疑問点の解消

要点の理解

過去問の疑問点の解消

要点の理解

過去問の疑問点の解消

テキストの疑問点の解消

テキストの疑問点の解消

テキストの疑問点の解消

要点の理解

過去問の疑問点の解消

要点の理解

過去問の疑問点の解消

テストによる現状認識

到達目標

１ 、 お金に関する基礎的な知識を 習得し 、 ラ イ フ プラ ンの考え方を 習得する。

２ 、 金融や経済の仕組みを知るこ と で、 世の中の流れや時事を理解するこ と ができ る。

３ 、 3級FP技能士の資格取得のために必要な知識を 身につけるこ と ができ る。

  学校名： 専門学校九州スク ール• オブ• ビジネス 　 学科名： 経営学科

　 教科名： フ ァ イ ナンシャ ル・ プラ ンニングA 石坂 　 ■ 1年　 前期

講義
成績評価の方法・ 基準
筆記試験による評価

回
授業内容

備考
（ 評価ポイ ント ）

1
10代から のパーソ ナルフ ァ イ ナンス

お金の流れの基本　 FPと は何か

2
ラ イ フ プラ ンニング

人生の3大資金　 　 住宅・ 教育・ 老後

3
ラ イ フ プラ ンニング

社会保険

4
ライフプランニング

企業年金　

5
リスクマネジメント

生命保険

6
リ スク マネジメ ント

第3の分野の保険

7
スッキリわかるFP技能士3級

ラ イ フ プラ ンニングの手法　 ６ つの係数

8
スッ キリ わかるFP技能士3級

社会保険

9
スッキリわかるFP技能士3級

生命保険・ 損害保険

10
金融資産運用設計

金融・ 経済の基礎知識

11
金融資産運用設計

株式

12
金融資産運用設計

金融派生商品　 ポート フ ォ リ オ

13
スッ キリ わかるFP技能士3級

預金　 債券

14
スッ キリ わかる総復習

範囲（ FP倫理　 ラ イ フ プラ ン　 リ スク 管理　 金融資産運用）

15
基礎確認テスト

範囲（ FP倫理　 ラ イ フ プラ ン　 リ スク 管理　 金融資産運用）

16



授業担当

２ 単位　 ３ ２ 時数

実務経験　

FPオフ ィ ス経営/有

授業の方法

課題内容

（ 授業時間内での設定課題）

テキストの疑問点の解消

過去問マスタ ー

テキストの疑問点の解消

過去問マスタ ー

テキストの疑問点の解消

過去問マスタ ー

テキストの疑問点の解消

過去問マスタ ー

テキストの疑問点の解消

過去問マスタ ー

テキストの疑問点の解消

過去問マスタ ー

テキストの疑問点の解消

過去問マスタ ー

テキストの疑問点の解消

過去問マスタ ー

テキストの疑問点の解消

過去問マスタ ー

問題の疑問点の解消

重要事項チェ ッ ク

問題の疑問点の解消

重要事項チェ ッ ク

問題の疑問点の解消

重要事項チェ ッ ク

疑問点の解消

疑問点の解消

作り方の基本の理解

到達目標

１ 、 お金に関する基礎的な知識を習得し 、 ラ イ フ プラ ンの考え方を習得する。

２ 、 金融や経済の仕組みを知るこ と で、 世の中の流れや時事を理解するこ と ができ る。

３ 、 3級FP技能士の資格取得のために必要な知識を身につけるこ と ができ る。

  学校名： 専門学校九州スク ール• オブ• ビジネス 　 学科名： 経営学科

　 教科名： フ ァ イ ナンシャ ル・ プラ ンニングA 石坂 　 ■ 1年　 後期

講義
成績評価の方法・ 基準
筆記試験による評価

回
授業内容

備考
（ 評価ポイ ント ）

1
タ ッ ク スプラ ンニング

個人の様々な所得①

2
タ ッ ク スプラ ンニング

個人の様々な所得③

3
タ ッ ク スプラ ンニング

税額控除・ 深刻、 納付

4
不動産

不動産に関する法律

5
相続・事業承継

贈与の基本と 贈与税

6
相続・事業承継

相続税のし く み

7
ライフプラン２周目

要点整理

8
禁輸資産運用２ 周目

要点整理

9
不動産２周目

要点整理

10
FP３ 級試験直前対策

予想問題

11
FP３ 級試験直前対策

予想問題

12
FP３ 級試験直前対策

予想問題

13
本試験問題の解説

14
本試験問題の解説

15
提案書の作り 方

提案書作成の事例

16



授業担当

2単位　 32時数

実務経験　
有

授業の方法

課題内容
（ 授業時間内での設定課題）

授業内容に即した過去問演習

授業内容に即した過去問演習

授業内容に即した過去問演習

授業内容に即した過去問演習

授業内容に即した過去問演習

授業内容に即した過去問演習

授業内容に即した過去問演習

授業内容に即した過去問演習

授業内容に即した過去問演習

授業内容に即した過去問演習

授業内容に即した過去問演習

授業内容に即した過去問演習

授業内容に即した過去問演習

学科・実技過去問演習

学科・実技過去問演習
15

タックスプランニング　要点整理

16

13
タックスプランニング総復習②

14
リスク管理　要点整理

11
所得控除　物的控除

所得控除　人的控除

12
法人に関する税務

消費税

9
金融商品の税金

金融取引に関する法律

10
金融資産運用総復習②

所得税の仕組み

7
リスク管理総復習②

実技過去問演習

8
債券投資

株式投資

5
生命保険に関する税金

生命保険総復習

6
損害保険　賠償責任・事業者向け

損害保険に関する税金

3
公的介護保険

公的年金

4
ライフプランニングと資金計画総復習②

実技過去問演習

1
ファイナンシャル・プランニングと関連法規

ライフプランニングの手法・プロセス

2
企業年金・個人年金

健康保険

講義
成績評価の方法・ 基準
筆記試験による評価

回 授業内容 備考
（ 評価ポイ ン ト ）

到達目標
１ 、 お金に関する基礎的な知識を習得し 、 ラ イ フ プラ ンの考え方を習得する。
２ 、 金融や経済の仕組みを知るこ と で、 世の中の流れを理解するこ と ができ る。
３ 、 2級FP技能士検定合格

  学校名： 専門学校九州スク ール• オブ• ビ ジネス 　 学科名： 経営学科

　 教科名： フ ァ イ ナンシャ ル・ プラ ンニングA 石坂幸樹 　 ■ 2年　 前期



授業担当

2単位　 32時数

実務経験　
有

授業の方法

課題内容
（ 授業時間内での設定課題）

授業内容に即した過去問演習

授業内容に即した過去問演習

授業内容に即した過去問演習

授業内容に即した過去問演習

授業内容に即した過去問演習

授業内容に即した過去問演習

授業内容に即した過去問演習

学科＆実技過去問演習

学科＆実技過去問演習

本試験予想問題

本試験予想問題

本試験予想問題

疑問点の解消

作り方の基本の理解

作り方の基本の理解
15

提案書の作り方

提案書作成の基本

16
まと め

13
本試験問題の解答解説①

学科解説

14
提案書の作り方

提案書作成の基本

11
FP2級試験直前対策

重要事項チェック

12
FP2級試験直前対策

重要事項チェック

9
タックスプランニング　総まとめ

傾向と対策

10
FP2級試験直前対策

重要事項チェック

7
相続・事業承継　総復習②

相続・事業承継　傾向と対策

8
リスク管理　総まとめ

傾向と対策

5
相続の承認と放棄

相続税の課税財産・非課税財産

6
相続財産の評価　不動産

相続財産の評価　金融資産

3
不動産の有効活用

不動産　総復習➀

4
贈与税の課税財産・非課税財産

贈与税の計算と納付

1
不動産の調査　

不動産の価格

2
建築基準法

区分所有法

講義
成績評価の方法・ 基準
筆記試験による評価

回 授業内容 備考
（ 評価ポイ ン ト ）

到達目標
１ 、 お金に関する基礎的な知識を習得し 、 ラ イ フ プラ ンの考え方を習得する。
２ 、 金融や経済の仕組みを知るこ と で、 世の中の流れを理解するこ と ができ る。
３ 、 2級FP技能士検定合格

  学校名： 専門学校九州スク ール• オブ• ビ ジネス 　 学科名： 経営学科

　 教科名： フ ァ イ ナンシャ ル・ プラ ンニングA 石坂幸樹 　 ■ 2年　 後期



授業担当

２ 単位　 ３ ２ 時数

実務経験　

FPオフ ィ ス経営/有

授業の方法

課題内容

（ 授業時間内での設定課題）

テキストの疑問点の解消

テキストの疑問点の解消

テキスト の疑問点の解消

テキスト の疑問点の解消

テキスト の疑問点の解消

時事、 ニュ ースへの関心

要点の理解

過去問の疑問点の解消

要点の理解

過去問の疑問点の解消

要点の理解

過去問の疑問点の解消

テキストの疑問点の解消

テキストの疑問点の解消

テキストの疑問点の解消

要点の理解

過去問の疑問点の解消

要点の理解

過去問の疑問点の解消

要点の理解

過去問の疑問点の解消

到達目標

１ 、 お金に関する基礎的な知識を 習得し 、 ラ イ フ プラ ンの考え方を 習得する。

２ 、 金融や経済の仕組みを 知るこ と で、 世の中の流れや時事を 理解するこ と ができ る。

３ 、 3級FP技能士の資格取得のために必要な知識を 身につけるこ と ができ る。

  学校名： 専門学校九州スク ール• オブ• ビジネス 　 学科名： 経営学科

　 教科名： フ ァ イ ナンシャ ル・ プラ ンニングB 石坂 　 ■ 1年　 前期

講義
成績評価の方法・ 基準
筆記試験による評価

回
授業内容

備考
（ 評価ポイ ント ）

1
FPと 倫理

フ ァ イ ナンシャ ル・ プラ ンニングの基礎知識

2
ラ イ フ プラ ンニング

ローンと キャ ッ シュ レス

3
ラ イ フ プラ ンニング

公的年金

4
ライフプランニング

年金と 税金

5
リスクマネジメント

損害保険

6
時事的知識関連　

7
スッキリわかるFP技能士3級

人生の3大資金　 　 住宅・ 教育・ 老後

8
スッ キリ わかるFP技能士3級

公的年金

9
スッキリわかるFP技能士3級

損害保険

10
金融資産運用

預貯金　 債券

11
金融資産運用

投資信託

12
金融資産運用

金融商品の税金　 金融取引に関する法

13
スッ キリ わかるFP技能士3級　 　 　 　

株式　 投資信託　 　

14
スッ キリ わかるFP技能士3級　

金融派生商品　 金融の税金

15
スッ キリ わかる総復習

範囲（ FP倫理　 ラ イ フ プラ ン　 リ スク 管理　 金融資産運用）

16
まとめ



授業担当

２ 単位　 ３ ２ 時数

実務経験　

FPオフ ィ ス経営/有

授業の方法

課題内容

（ 授業時間内での設定課題）

テキストの疑問点の解消

過去問マスタ ー

テキストの疑問点の解消

過去問マスタ ー

テキストの疑問点の解消

過去問マスタ ー

テキストの疑問点の解消

過去問マスタ ー

テキストの疑問点の解消

過去問マスタ ー

テキストの疑問点の解消

過去問マスタ ー

テキストの疑問点の解消

過去問マスタ ー

テキストの疑問点の解消

過去問マスタ ー

テキストの疑問点の解消

過去問マスタ ー

問題の疑問点の解消

重要事項チェ ッ ク

問題の疑問点の解消

重要事項チェ ッ ク

疑問点の解消

作り 方の基本の理解

作り 方の基本の理解

作り 方の基本の理解

到達目標

１ 、 お金に関する基礎的な知識を 習得し 、 ラ イ フ プラ ンの考え方を 習得する。

２ 、 金融や経済の仕組みを 知るこ と で、 世の中の流れや時事を 理解するこ と ができ る。

３ 、 3級FP技能士の資格取得のために必要な知識を 身につけるこ と ができ る。

  学校名： 専門学校九州スク ール• オブ• ビジネス 　 学科名： 経営学科

　 教科名： フ ァ イ ナンシャ ル・ プラ ンニングB 石坂 　 ■ 1年　 後期

講義
成績評価の方法・ 基準
筆記試験による評価

回
授業内容

備考
（ 評価ポイ ント ）

1
タ ッ ク スプラ ンニング

個人の様々な所得②

2
タ ッ ク スプラ ンニング

所得控除

3
不動産

不動産の調査と 取引

4
不動産

不動産にかかる税金

5
相続・事業承継

相続の基本

6
相続・事業承継

相続財産の評価法

7
リスク管理２周目

要点整理

8
タ ッ ク スプラ ンニング２ 周目

要点整理

9
相続・事業承継２周目

要点整理

10
FP３ 級試験直前対策

予想問題

11
FP３ 級試験直前対策

予想問題

12
本試験問題の解説

13
提案書の作成

提案書の作成の基本

14
提案書の作成

提案書作成の事例

15
提案書の作成

提案書作成の事例

16
まとめ



授業担当

2単位　 32時数

実務経験　
有

授業の方法

課題内容
（ 授業時間内での設定課題）

授業内容に即した過去問演習

授業内容に即した過去問演習

授業内容に即した過去問演習

授業内容に即した過去問演習

授業内容に即した過去問演習

授業内容に即した過去問演習

授業内容に即した過去問演習

授業内容に即した過去問演習

授業内容に即した過去問演習

授業内容に即した過去問演習

授業内容に即した過去問演習

授業内容に即した過去問演習

学科・実技過去問演習

学科・実技過去問演習

授業内容に即した過去問演習
15

ライフ・リスク・金融・タックス　

学科頻出問題対策

16
まとめ

13
ライフプランニングと資金計画　要点整理

14
金融資産運用　要点整理

11
税額控除

所得税における申告・納付

12
タックスプランニング総復習➀

9
セーフティネット

金融資産運用総復習➀

10
10種類の所得

所得税における損益通算

7
マーケット環境の理解

預金等の金融商品

8
投資信託

ポートフォリオ運用と金融派生商品

5
損害保険　火災と地震

損害保険　自動車・障害

6
第3分野の保険

リスク管理総復習➀

3
中小企業の資金調達

ライフプランニングと資金計画総復習➀

4
契約者保護に関する制度

生命保険商品の種類と内容

1
住宅ローン

教育資金

2
雇用保険

労災保険

講義
成績評価の方法・ 基準
筆記試験による評価

回 授業内容 備考
（ 評価ポイ ン ト ）

到達目標
１ 、 お金に関する基礎的な知識を習得し 、 ラ イ フ プラ ンの考え方を習得する。
２ 、 金融や経済の仕組みを知るこ と で、 世の中の流れを理解するこ と ができ る。
３ 、 2級FP技能士検定合格

  学校名： 専門学校九州スク ール• オブ• ビ ジネス 　 学科名： 経営学科

　 教科名： フ ァ イ ナンシャ ル・ プラ ンニングB 石坂幸樹 　 ■ 2年　 前期



授業担当

2単位　 32時数

実務経験　
有

授業の方法

課題内容
（ 授業時間内での設定課題）

授業内容に即した過去問演習

授業内容に即した過去問演習

授業内容に即した過去問演習

授業内容に即した過去問演習

授業内容に即した過去問演習

授業内容に即した過去問演習

学科＆実技過去問演習

学科＆実技過去問演習

学科＆実技過去問演習

本試験予想問題

本試験予想問題

本試験予想問題

疑問点の解消

作り方の基本の理解

作り方の基本の理解
15

提案書の作り方

提案書作成の基本

16

13
本試験問題の解答解説②

実技解説

14
提案書の作り方

提案書作成の基本

11
FP2級試験直前対策

重要事項チェック

12
FP2級試験直前対策

重要事項チェック

9
不動産　総まとめ

傾向と対策

10
FP2級試験直前対策

重要事項チェック

7
ライフプランニングと資金計画　総まとめ

傾向と対策

8
金融資産運用　総まとめ

傾向と対策

5
相続税の計算

相続税の申告と納付

6
相続財産の評価　取引相場のない株式

相続事業承継　総復習➀

3
不動産　総復習②

贈与の意義と形態

4
相続の開始と相続分

遺言と遺留分

1
不動産の取引

都市計画法

2
不動産の取得時・保有時の税金

不動産の譲渡時の税金

講義
成績評価の方法・ 基準
筆記試験による評価

回 授業内容 備考
（ 評価ポイ ン ト ）

到達目標
１ 、 お金に関する基礎的な知識を習得し 、 ラ イ フ プラ ンの考え方を習得する。
２ 、 金融や経済の仕組みを知るこ と で世の中の流れを理解するこ と ができ る。
３ 、 2級FP技能士検定合格

  学校名： 専門学校九州スク ール• オブ• ビ ジネス 　 学科名： 経営学科

　 教科名： フ ァ イ ナンシャ ル・ プラ ンニングB 石坂幸樹 　 ■ 2年　 後期



授業担当

２ 単位　 ３ 2時数

実務経験　

カ リ フ ォ ルニアアーバイ ン校講師

授業の方法

課題内容

（ 授業時間内での設定課題）

接続チェ ッ ク ・ ロ グイ ン ・ アカ ウン ト 確認

受講方法の確認

個々のペースで受講し レ ベルを 上げていく

チェ ッ ク を 受ける 段階で報告

個々のペースで受講し レ ベルを 上げていく

チェ ッ ク を 受ける 段階で報告

個々のペースで受講し レ ベルを 上げていく

チェ ッ ク を 受ける 段階で報告

個々のペースで受講し レ ベルを 上げていく

チェ ッ ク を 受ける 段階で報告

個々のペースで受講し レ ベルを 上げていく

チェ ッ ク を 受ける 段階で報告

個々のペースで受講し レ ベルを 上げていく

チェ ッ ク を 受ける 段階で報告

個々のペースで受講し レ ベルを 上げていく

チェ ッ ク を 受ける 段階で報告

個々のペースで受講し レ ベルを 上げていく

チェ ッ ク を 受ける 段階で報告

個々のペースで受講し レ ベルを 上げていく

チェ ッ ク を 受ける 段階で報告

個々のペースで受講し レ ベルを 上げていく

チェ ッ ク を 受ける 段階で報告

個々のペースで受講し レ ベルを 上げていく

チェ ッ ク を 受ける 段階で報告

個々のペースで受講し レ ベルを 上げていく

チェ ッ ク を 受ける 段階で報告

個々のペースで受講し レ ベルを 上げていく

チェ ッ ク を 受ける 段階で報告

個々のペースで受講し レ ベルを 上げていく

チェ ッ ク を 受ける 段階で報告

レ ベルチェ ッ ク

到達目標
日常会話を 英語でTRYし 身につける	
各回のレ ベルチェ ッ ク に合格次第次のレ ベルに進み、 最終レ ベルまで到達する

  学校名： 専門学校九州スク ール• オブ• ビジネス 　 学科名： 経営学科

　 教科名： 英会話（ オンラ イ ン） AI C ■　 １ 年　 前期

講義
成績評価の方法・ 基準
筆記試験による評価

回
授業内容

備考
（ 評価ポイ ン ト ）

1
授業オリ エン テーショ ン

2
AI Cオン ラ イ ン 英会話

Lesson 1 

3
AI Cオン ラ イ ン 英会話

Lesson ２

4
AI Cオン ラ イ ン 英会話

Lesson ３

5
AI Cオン ラ イ ン 英会話

Lesson ４

6
AI Cオン ラ イ ン 英会話

Lesson ５

7
AI Cオン ラ イ ン 英会話

Lesson ６

8
AI Cオン ラ イ ン 英会話

Lesson ７

9
AI Cオン ラ イ ン 英会話

Lesson ８

10
AI Cオン ラ イ ン 英会話

Lesson ９

11
AI Cオン ラ イ ン 英会話

Lesson １ ０

12
AI Cオン ラ イ ン 英会話

Lesson １ １

13
AI Cオン ラ イ ン 英会話

Lesson １ ２

14
AI Cオン ラ イ ン 英会話

Lesson １ ３

15
AI Cオン ラ イ ン 英会話

Lesson １ ４

16
AI Cオン ラ イ ン 英会話

まと め



授業担当

２ 単位　 ３ 2時数

実務経験　

カ リ フ ォ ルニアアーバイ ン校講師

授業の方法

課題内容

（ 授業時間内での設定課題）

接続チェ ッ ク ・ ログイ ン・ アカ ウント 確認

受講方法の確認

個々のペースで受講し レベルを上げていく

チェ ッ ク を受ける段階で報告

個々のペースで受講し レベルを上げていく

チェ ッ ク を受ける段階で報告

個々のペースで受講し レベルを上げていく

チェ ッ ク を受ける段階で報告

個々のペースで受講し レベルを上げていく

チェ ッ ク を受ける段階で報告

個々のペースで受講し レベルを上げていく

チェ ッ ク を受ける段階で報告

個々のペースで受講し レベルを上げていく

チェ ッ ク を受ける段階で報告

個々のペースで受講し レベルを上げていく

チェ ッ ク を受ける段階で報告

個々のペースで受講し レベルを上げていく

チェ ッ ク を受ける段階で報告

個々のペースで受講し レベルを上げていく

チェ ッ ク を受ける段階で報告

個々のペースで受講し レベルを上げていく

チェ ッ ク を受ける段階で報告

個々のペースで受講し レベルを上げていく

チェ ッ ク を受ける段階で報告

個々のペースで受講し レベルを上げていく

チェ ッ ク を受ける段階で報告

個々のペースで受講し レベルを上げていく

チェ ッ ク を受ける段階で報告

個々のペースで受講し レベルを上げていく

チェ ッ ク を受ける段階で報告

レベルチェ ッ ク

到達目標
日常会話を 英語でTRYし 身につける	
各回のレ ベルチェ ッ ク に合格次第次のレ ベルに進み、 最終レ ベルまで到達する

  学校名： 専門学校九州スク ール• オブ• ビ ジネス 　 学科名： 経営学科

　 教科名： 英会話（ オンラ イ ン） AI C ■　 １ 年　 　 後期

講義
成績評価の方法・ 基準
筆記試験による評価

回
授業内容

備考
（ 評価ポイ ント ）

1
授業オリ エンテーショ ン

2
AI Cオンラ イ ン英会話

Lesson 1 

3
AI Cオンラ イ ン英会話

Lesson ２

4
AI Cオンラ イ ン英会話

Lesson ３

5
AI Cオンラ イ ン英会話

Lesson ４

6
AI Cオンラ イ ン英会話

Lesson ５

7
AI Cオンラ イ ン英会話

Lesson ６

8
AI Cオンラ イ ン英会話

Lesson ７

9
AI Cオンラ イ ン英会話

Lesson ８

10
AI Cオンラ イ ン英会話

Lesson ９

11
AI Cオンラ イ ン英会話

Lesson １ ０

12
AI Cオンラ イ ン英会話

Lesson １ １

13
AI Cオンラ イ ン英会話

Lesson １ ２

14
AI Cオンラ イ ン英会話

Lesson １ ３

15
AI Cオンラ イ ン英会話

Lesson １ ４

16
AI Cオンラ イ ン英会話

まと め



授業担当

単位　 時数

実務経験　
有

授業の方法

課題内容
（ 授業時間内での設定課題）

自己紹介を英語でする

自己紹介をするための単語を覚えて使う

ペアワーク、ロールプレイで実際に使う

ペアワーク、ロールプレイで実際に使う

ペアワーク、ロールプレイで実際に使う

ペアワーク、ロールプレイで実際に使う

ペアワーク、ロールプレイで実際に使う

ペアワーク、ロールプレイで実際に使う

ペアワーク、ロールプレイで実際に使う」

ペアワーク 、 ロ ールプレ イ で実際に使う

ペアワーク 、 ロ ールプレ イ で実際に使う

ペアワーク、ロールプレイで実際に使う

テスト形式

15
テストの返却とフィードバック

16
まと め

13
会話の王体力を個人で見る

14
テスト

11
道案内をする表現を学ぶ

12
英語にし にく い表現を 学ぶ

9
〇〇は〇〇で有名ですの表現を学ぶ

10
福岡の街を紹介する表現を学ぶ

7
何がおすすめですか？の表現を学ぶ

8
自分の故郷を 自慢する 表現を 学ぶ

5
～～したいの表現を学ぶ

6
～～に行きたいの表現を学ぶ

3
英語で応答を する ための表現を 学ぶ

4
感謝、謝意、聞き直しの表現を学ぶ

1
授業の進め方と 評価の仕方を 知る

自己紹介を簡単バージョンで言ってみる

2
日本語と 英語の違いを 知る

自己紹介を詳しいバージョンで言ってみる

演習
成績評価の方法・ 基準
筆記試験による評価

回 授業内容 備考
（ 評価ポイ ン ト ）

到達目標
英語で自己紹介ができる
英語で相手の希望を聞くことができる
英語で道案内、自分の街を紹介することができる

  学校名： 専門学校九州スク ール• オブ• ビ ジネス 経営

英会話基礎 佐藤俊子 　 ■ 1 年　 　 前期



授業担当

４  単位　 64　 時数

実務経験　

有

授業の方法

課題内容

（ 授業時間内での設定課題）

グループワーク 4月17日

4月24日

グループワーク 5月8日

中間テスト 5月15日

5月22日

グループワーク 5月29日

6月5日

6月12日

中間テスト 6月19日

グループワーク 6月26日

グループワーク 7月3日

7月10日

グループワーク 7月18日

前期テスト 9月4日

9月11日

9月18日

到達目標

１ 、 小売業の類型

２ 、 マーチャ ンダイ ジング

３ 、 スト アオペレーショ ン

  学校名： 専門学校九州スク ール• オブ• ビジネス 　 学科名： 経営ビジネス学科　 ・ 　 経営学科

　 教科名： 販売士Ⅰ 半田 　 2 年　 前　 期

講義
成績評価の方法・ 基準
筆記試験による評価

回
授業内容

備考
（ 評価ポイ ント ）

1
オリ エンテーショ ン

販売士学習の意義

2
1-1　 流通と 小売業の役割　

1-2　 組織形態別小売業の運営特性

3
1-3　 店舗形態別小売業の運営特性

4
1　 小売業の類型　 まと め　 テスト

5
2-1　 マーチャ ンダイ ジングの戦略的展開

2-2　 商品計画の戦略的立案

6
2-3　 販売計画の戦略的立案

2-4　 仕入計画の策定と 仕入活動の戦略的展開

7
2-5　 販売政策の戦略的展開

2-6　 商品管理政策の戦略的展開

8
2-7　 物流政策の戦略的展開

9
2　 マーチャ ンダイ ジング　 まと め　 テスト

10
3-1　 店舗運営サイ ク ルの実践と 管理

11
3-2　 戦略的ディ スプレイ の実践方法

12
3-3　 作業割当の基本

3-4　 レイ バースケジュ ーリ ングプログラ ムの役割と 仕組み

13
3-5　 人的販売の実践と 管理

接客ロールプレイ ング

14
最終テスト

15
前期まと め1

16
前期まと め2



授業担当

４  単位　 64 時数

実務経験　

有

授業の方法

課題内容

（ 授業時間内での設定課題）

10月2日

10月10日

グループワーク 10月16日

中間テスト 10月23日

11月6日

グループワーク 11月13日

11月20日

12月4日

12月11日

中間テスト 12月18日

後期テスト 1月9日

1月15日

模擬試験 1月22日

模擬試験 2月5日

模擬試験 2月12日

2月19日

到達目標

１ 、 マーケティ ング

２ 、 販売・ 経営管理

３ 、

  学校名： 専門学校九州スク ール• オブ• ビジネス 　 学科名： 経営ビジネス学科　 ・ 　 経営学科

　 教科名： 販売士Ⅱ 半田 　 ２   年　 後　 期

講義
成績評価の方法・ 基準
筆記試験による評価

回
授業内容

備考
（ 評価ポイ ント ）

1
4-1　 リ テールマーケティ ング戦略の考え方

4-2　 リ テールマーケティ ングの展開に必要な商圏分析と 出店戦略
の実践

2
4-3　 マーケッ ト リ サーチの方法と 進め方

4-5　 顧客戦略の展開方法

3

4
4　 マーケティ ングまと め　 テスト

4-4　 リ テールマーケティ ングの展開に必要なリ ジョ ーナブルプロ
モーショ ンの実践

5
5-1　 販売管理者の法令知識

6
5-1　 販売管理者の法令知識

7
5-2　 小売店経営における計数管理と 計算実務

8
5-3　 販売活動に求めら れる決算データ と 経営分析

9
5-4　 小売業における組織の基本原則と 従業員管理

5-5　 店舗施設などの維持管理

10
5　 販売・ 経営管理　 まと め　 テスト

11
最終テスト

12
後期まと め

13
資格取得のための模擬試験

14
資格取得のための模擬試験

15
資格取得のための模擬試験

16
総まと め



授業担当

４  単位　 64　 時数

実務経験　

有

授業の方法

課題内容

（ 授業時間内での設定課題）

授業内容に即した過去問演習

授業内容に即した過去問演習

授業内容に即した過去問演習

授業内容に即した過去問演習

授業内容に即した過去問演習

授業内容に即した過去問演習

授業内容に即した過去問演習

授業内容に即した過去問演習

授業内容に即した過去問演習

授業内容に即した過去問演習

授業内容に即した過去問演習

授業内容に即した過去問演習

授業内容に即した過去問演習

後期テスト

到達目標

１ 、 商品管理政策の戦略的展開を理解する

２ 、 物流政策の戦略的展開を理解する

３ 、 スト アオペレーショ ン

まと め

前期まと め

最終テスト

待機の心構えと 行動

人的販売の実践と 管理

レイ バースケジュ ーリ ングプログラ ムの開発ツール運用の留意点

パート タ イ マー・ アルバイ ト の活用方法

作業割り 当ての基本

展示型陳列

戦略的ディ スプレイ の実施方法

棚卸し の目的と 実施プロセス

商品の前だし 作業及び補充作業

  学校名： 専門学校九州スク ール• オブ• ビジネス 　 学科名： 経営ビジネス学科　 ・ 　 経営学科

　 教科名： 販売士Ⅲ 半田 　 2 年　 前　 期

講義
成績評価の方法・ 基準
筆記試験による評価

回
授業内容

備考
（ 評価ポイ ント ）

3

4

1

2

売上と 利益向上の為のスト アオペレーショ ン

店舗形態別に見る物流システムへの取り 組み状況

POSシステムの戦略的活用方法

商品管理の意義と 方法

発注システムと 運用の管理

総合型物流システムの展開

小売業界における物流システムへの取り 組み視点

商品ロスの基本的原因

7

8

5

6

ビジュ アルマーチャ ンダイ ジング

補充型陳列

レジチェ ッ カ ーの役割

戦略的ディ スプレイ の概要

11

12

9

10

レイ バースケジュ ーリ ングプログラ ムの活用による発注作業の改

レイ バースケジュ ーリ ングプログラ ム

ワーク スケジュ ーリ ングの基本

販売員の実践知識

15

16

13

14

顧客の心を掴むアプローチ



授業担当

４  単位　 64 時数

実務経験　

有

授業の方法

課題内容

（ 授業時間内での設定課題）

授業内容に即した過去問演習

授業内容に即した過去問演習

授業内容に即した過去問演習

授業内容に即した過去問演習

授業内容に即した過去問演習

授業内容に即した過去問演習

授業内容に即した過去問演習

授業内容に即した過去問演習

授業内容に即した過去問演習

授業内容に即した過去問演習

授業内容に即した過去問演習

授業内容に即した過去問演習

授業内容に即した過去問演習

後期テスト

到達目標

１ 、 リ テールマーケティ ング戦略の考え方

２ 、 リ テールプロモーショ ンの実践

３ 、 販売・ 経営管理

  学校名： 専門学校九州スク ール• オブ• ビジネス 　 学科名： 経営ビジネス学科　 ・ 　 経営学科

　 教科名： 販売士Ⅳ 半田 　 ２   年　 後　 期

講義
成績評価の方法・ 基準
筆記試験による評価

回
授業内容

備考
（ 評価ポイ ント ）

1
小売業のマーケティ ングミ ッ ク スの考え方

プレイ ス（ スト アアロケーショ ン）

2
プロダク ト

プラ イ ス

3
プロモーショ ン

リ テールマーケティ ングの展開に必要な商圏分析と 出店戦略の実践

4
商圏の設定

商圏調査の実施方法

5
出店立地の選定方法と 出店手続き

出店戦略の立案と 方法

6
マーケッ ト リ サーチの方法と 進め方

マーケッ ト リ サーチと 方法と 概要

7
市場調査の概要

アト ラ ク ティ ブプロモーショ ンの展開に必要なリ ージョ ナルプロモーショ ン

8
マス媒体広告

イ ンスト アプロモーショ ンの種類と 特性

9
イ ンスト アマーチャ ンダイ ジングと し てのスペースマネジメ ント

イ ンバウンド 観光

10
顧客戦略の展開方法

販売管理者の法令知識

11
取引の法知識

仕入れに関する法知識

12
販売に関する法知識

商標法　 不正競争防止法

13
販売・ 経営管理

14
最終テスト

15
後期まと め

16
総まと め



授業担当

4単位　 64時数

実務経験　

税理士

授業の方法

課題内容

（ 授業時間内での設定課題）

その日の授業内容の仕訳演習

その日の授業内容の仕訳演習

その日の授業内容の仕訳演習

その日の授業内容の仕訳演習

その日の授業内容の仕訳演習

その日の授業内容の仕訳演習

その日の授業内容の仕訳演習

その日の授業内容の仕訳演習

その日の授業内容の演習

その日の授業内容の演習

その日の授業内容の演習

その日の授業内容の演習

その日の授業内容の演習

問題演習解答解説

問題演習解答解説

本試験同様の形式にて実施解答解説

15
本試験同様の形式にて問題演習

16
前期試験

13
三伝票

三伝票制、 仕訳日計表証憑　 残っ た時間で仕訳問題演習＆解説

14
帳簿記入〜証憑までの問題演習

11
決算整理問題演習

整理問題演習＆解説

12
帳簿への記入

帳簿記入試算表作成

9
決算整理

精算表、 後T/B、 B/S・ P/Lの作成

10
決算整理問題演習

整理問題演習＆解説

7
経過勘定科目

前払費用、 前受収益、 未払費用、 未収収益

8
確認テスト ・ 解説、 法人税・ 消費税

前回までの仕訳確認テスト および解説　 税金の仕訳

5
その他の費用、貸倒れ関係

受取商品券、 差入保証金  費用科目、 貸し 倒れ時・ 引当金の設定

6
固定資産、 株式発行、 剰余金の配当

減価償却費、 固定資産の期中取得・ 売却会社の設立・ 増資・ 配当

3
その他債権債務①（ 固定資産以外）

受取手形・ 支払手形、 電子記録債権債務　 貸付金・ 借入金、 手形貸付金・ 手形借入金

4
その他債権債務②（固定資産以外）

未払金・ 未収入金、 前払金・ 前受金仮払金・ 仮受金、 立替金・ 預り 金

1
ガイ ダンス　 商品売買

簿記の概要説明　 仕訳のおおまかな説明　 商品売買、 売掛金・ 買掛金

2
現金　 預金　 小口現金

現金、 預金預金、 小口現金

講義
成績評価の方法・ 基準
筆記試験による評価

回
授業内容

備考
（ 評価ポイ ント ）

到達目標

１ 、 日商簿記検定試験３ 級合格

２ 、 日商簿記３ 級レベルの仕訳の習得

３ 、

  学校名： 専門学校九州スク ール• オブ• ビジネス 　 学科名： 経営学科

　 教科名： 簿記 村上 　 ■ 1年　 前期



授業担当

4単位　 64時数

実務経験　

税理士

授業の方法

課題内容

（ 授業時間内での設定課題）

その日の授業内容の仕訳演習

その日の授業内容の仕訳演習

その日の授業内容の仕訳演習

その日の授業内容の仕訳演習

その日の授業内容の仕訳演習

その日の授業内容の仕訳演習

その日の授業内容の仕訳演習

その日の授業内容の仕訳演習

その日の授業内容の演習

その日の授業内容の演習

その日の授業内容の演習

その日の授業内容の演習

その日の授業内容の演習

問題演習解答解説

問題演習解答解説

本試験同様の形式にて実施解答解説

到達目標

１ 、 日商簿記検定試験３ 級合格

２ 、 日商簿記３ 級レ ベルの仕訳の習得

３ 、

  学校名： 専門学校九州スク ール• オブ• ビジネス 　 学科名： 経営学科

　 教科名： 簿記 村上 　 ■ 1年　 後期

講義
成績評価の方法・ 基準
筆記試験による評価

回
授業内容

備考
（ 評価ポイ ント ）

1
商品売買、 売掛金・ 買掛金

仕訳問題演習＆解答解説

2
現金、 預金、 小口現金

仕訳問題演習＆解答解説

3
受取手形・ 支払手形、 電子記録債権債務、 貸付金・ 借入金、 手形貸付金・ 手形借入金

仕訳問題演習＆解答解説

4
未払金・ 未収入金、 前払金・ 前受金、 仮払金・ 仮受金、 立替金・ 預り 金、 受取商品券、 差入保証金

仕訳問題演習＆解答解説

5
費用科目、貸し倒れ時の処理、引当金の設定

仕訳問題演習＆解答解説

6
減価償却費、 固定資産の期中取得・ 売却、 会社の設立・ 増資・ 配当

仕訳問題演習＆解答解説

7
前払費用、前受収益、未払費用、未収収益

仕訳問題演習＆解答解説

8
前回までの仕訳確認テスト および解説　 税金の仕訳

仕訳問題演習＆解答解説

9
精算表、後T/B、B/S・P/Lの作成

決算整理問題演習

10
決算整理問題演習＆解説

決算整理問題演習

11
決算整理問題演習＆解説

決算整理問題演習

12
帳簿記入　試算表作成

帳簿への記入　 試算表作成

13
三伝票制、 仕訳日計表、 証憑

伝票記入などの問題演習＆解説

14
問題演習

本試験と 同じ 形式での問題演習

15
問題演習

本試験と 同じ 形式での問題演習

16
後期試験



授業担当

4単位　 64時数

実務経験　

税理士

授業の方法

課題内容

（ 授業時間内での設定課題）

その日の授業内容の仕訳演習

その日の授業内容の仕訳演習

その日の授業内容の仕訳演習

その日の授業内容の仕訳演習

その日の授業内容の仕訳演習

その日の授業内容の仕訳演習

その日の授業内容の仕訳演習

その日の授業内容の仕訳演習

その日の授業内容の演習

その日の授業内容の演習

その日の授業内容の演習

その日の授業内容の演習

その日の授業内容の演習

問題演習解答解説

問題演習解答解説

本試験同様の形式にて実施解答解説

到達目標

１ 、 日商簿記検定試験３ 級合格

２ 、 日商簿記３ 級レ ベルの仕訳の習得

３ 、

  学校名： 専門学校九州スク ール• オブ• ビジネス 　 学科名： 経営学科

　 教科名： 簿記会計Ⅱ 村上 　 ■ 1年　 後期

講義
成績評価の方法・ 基準
筆記試験による評価

回
授業内容

備考
（ 評価ポイ ント ）

1
ガイ ダンス　 商品売買

簿記の概要説明　 仕訳のおおまかな説明　 商品売買、 売掛金・ 買掛金

2
現金　 預金　 小口現金

現金、 預金預金、 小口現金

3
その他債権債務①（ 固定資産以外）

受取手形・ 支払手形、 電子記録債権債務　 貸付金・ 借入金、 手形貸付金・ 手形借入金

4
その他債権債務②（固定資産以外）

未払金・ 未収入金、 前払金・ 前受金仮払金・ 仮受金、 立替金・ 預り 金

5
その他の費用、貸倒れ関係

受取商品券、 差入保証金  費用科目、 貸し 倒れ時・ 引当金の設定

6
固定資産、 株式発行、 剰余金の配当

減価償却費、 固定資産の期中取得・ 売却会社の設立・ 増資・ 配当

7
経過勘定科目

前払費用、 前受収益、 未払費用、 未収収益

8
確認テスト ・ 解説、 法人税・ 消費税

前回までの仕訳確認テスト および解説　 税金の仕訳

9
決算整理

精算表、 後T/B、 B/S・ P/Lの作成

10
決算整理問題演習

整理問題演習＆解説

11
決算整理問題演習

整理問題演習＆解説

12
帳簿への記入

帳簿記入試算表作成

13
三伝票

三伝票制、 仕訳日計表証憑　 残っ た時間で仕訳問題演習＆解説

14
帳簿記入〜証憑までの問題演習

15
本試験同様の形式にて問題演習

16
前期試験



授業担当

4単位　 64時数

実務経験　

税理士

授業の方法

課題内容

（ 授業時間内での設定課題）

その日の授業内容の仕訳演習

その日の授業内容の仕訳演習

その日の授業内容の仕訳演習

その日の授業内容の仕訳演習

その日の授業内容の仕訳演習

その日の授業内容の仕訳演習

その日の授業内容の仕訳演習

その日の授業内容の仕訳演習

その日の授業内容の演習

その日の授業内容の演習

その日の授業内容の演習

その日の授業内容の演習

その日の授業内容の演習

問題演習解答解説

問題演習解答解説

本試験同様の形式にて実施解答解説

到達目標

１ 、 日商簿記検定試験３ 級合格

２ 、 日商簿記３ 級レ ベルの仕訳の習得

３ 、

  学校名： 専門学校九州スク ール• オブ• ビジネス 　 学科名： 経営学科

　 教科名： 簿記会計Ⅱ 村上 　 ■ 1年　 後期

講義
成績評価の方法・ 基準
筆記試験による評価

回
授業内容

備考
（ 評価ポイ ント ）

1
商品売買、 売掛金・ 買掛金

仕訳問題演習＆解答解説

2
現金、 預金、 小口現金

仕訳問題演習＆解答解説

3
受取手形・ 支払手形、 電子記録債権債務、 貸付金・ 借入金、 手形貸付金・ 手形借入金

仕訳問題演習＆解答解説

4
未払金・ 未収入金、 前払金・ 前受金、 仮払金・ 仮受金、 立替金・ 預り 金、 受取商品券、 差入保証金

仕訳問題演習＆解答解説

5
費用科目、貸し倒れ時の処理、引当金の設定

仕訳問題演習＆解答解説

6
減価償却費、 固定資産の期中取得・ 売却、 会社の設立・ 増資・ 配当

仕訳問題演習＆解答解説

7
前払費用、前受収益、未払費用、未収収益

仕訳問題演習＆解答解説

8
前回までの仕訳確認テスト および解説　 税金の仕訳

仕訳問題演習＆解答解説

9
精算表、後T/B、B/S・P/Lの作成

決算整理問題演習

10
決算整理問題演習＆解説

決算整理問題演習

11
決算整理問題演習＆解説

決算整理問題演習

12
帳簿記入　試算表作成

帳簿への記入　 試算表作成

13
三伝票制、 仕訳日計表、 証憑

伝票記入などの問題演習＆解説

14
問題演習

本試験と 同じ 形式での問題演習

15
問題演習

本試験と 同じ 形式での問題演習

16
後期試験



授業担当

２ 単位　 ３ ２ 時数

実務経験　

通訳、 マーケティ ング職歴有

授業の方法

課題内容

（ 授業時間内での設定課題）

専門用語を 知る

ヒ ッ ト 商品を ４ つのPで分析する

リ サーチでV字回復し たUSJを 調べる

具体例を 探る

Bt oB / Bt oC を 知る

ネッ ト 広告・ 販売の強み

直販を みる

違いを 理解する

取材について知る

具体例を みる

プレ ゼン を する 準備

プレ ゼン を する 準備

到達目標

１ 、 マーケティ ングの専門用語を 理解でき る

２ 、 売上を のばすための販促方法を 考えるこ と ができ る

３ 、

  学校名： 専門学校九州スク ール• オブ• ビジネス 　 学科名： 経営学科

　 教科名： マーケティ ング 佐藤 　 ■ 1年　 前期

演習
成績評価の方法・ 基準
筆記試験による評価

回
授業内容

備考
（ 評価ポイ ン ト ）

1
授業の進め方

マーケティ ン グの基礎知識

2
４ つのPと ポジショ ニン グ

3
市場調査

4
市場調査を 商品開発に活かす

5
販売チャ ン ネル

6
ネッ ト と マーケティ ン グの関係

7
ネッ ト によ る ダイ レ ク ト マーケティ ン グ

8
広告と 広報

9
広報について

10
ネーミ ン グと 認知度アッ プ、 売上アッ プを 分析する

11
売上を 上げた具体例を さ ぐ る ①

12
売上を 上げた具体例を さ ぐ る ②

13
上記発表

14
テスト

15
フ ィ ード バッ ク

16
まと め・ 振り 返り



授業担当

２ 単位　 ３ ２ 時数

実務経験　

通訳、 マーケティ ング職歴有

授業の方法

課題内容

（ 授業時間内での設定課題）

レポート を提出・ 理解度を確認

レポート を提出・ 理解度を確認

レポート を提出・ 理解度を確認

レポート を提出・ 理解度を確認

レポート を提出・ 理解度を確認

レポート を提出・ 理解度を確認

レポート を提出・ 理解度を確認

レポート を提出・ 理解度を確認

レポート を提出・ 理解度を確認

レポート を提出・ 理解度を確認

レポート を提出・ 理解度を確認

レポート を提出・ 理解度を確認

レポート を提出・ 理解度を確認

レポート を提出・ 理解度を確認

レポート を提出・ 理解度を確認

到達目標

  学校名： 専門学校九州スク ール• オブ• ビジネス 　 学科名： 経営学科

　 教科名： マーケティ ング 佐藤 　 ■ 1年　 後期

学んだ知識を活用し て企業のマーケティ ング戦略について分析でき る力を身につける

演習
成績評価の方法・ 基準
筆記試験による評価

回
授業内容

備考
（ 評価ポイ ント ）

1
マーケティ ングミ ッ ク スと は？

マーケティ ングミ ッ ク スによる顧客創造と は

2
製品による顧客創造

マーケティ ングにおける製品開発について

3
価格戦略

価格による顧客創造について

4
流通戦略

流通戦略の実例と 顧客創造について

5
コ ミ ュ ニケーショ ン

プロモーショ ンやコ ミ ュ ニケーショ ンについて

6
顧客理解

顧客理解のための消費者調査について

7
関係構築

顧客と の深い関係づく り について

8
デジタ ルマーケティ ング

デジタ ルマーケティ ング

9
在庫管理

マーケティ ングにおける在庫管理について

10
在庫管理

マーケティ ングにおける在庫管理について

11
ブラ ンド 構築

ブラ ンド 戦略について

12
営業戦略

企業における営業戦略について

13
戦略論

マーケティ ング戦略と は？その進化について、 マーケティ ング3. 0に

14
演習

講義中にレポート 課題を行い、 提出する

15
演習

講義中にレポート 課題を行い、 提出する

16
まと め・ 振り 返り



授業担当

２ 単位　 ３ ２ 時数

実務経験　
通訳、 マーケティ ング職歴有

授業の方法

課題内容

（ 授業時間内での設定課題）

到達目標
1年時の復習と マーケティ ングの重要性の確認
マーケティ ング検定にむけての年間スケジュ ール確認

  学校名： 専門学校九州スク ール• オブ• ビジネス 　 学科名： 経営学科

　 教科名： マーケティ ング 佐藤 　 ■ 2年　 前期

演習
成績評価の方法・ 基準
筆記試験による評価

回
授業内容

備考
（ 評価ポイ ント ）

1
「 概念」 テキスト で学ぶ

2
「 概念」 問題集を解く

3
「 市場環境」 テキスト で学ぶ

4
「 市場環境」 問題集を解く

5
「 市場環境」 テキスト で学ぶ

6
「 市場環境」 問題集を解く

7
「 マーケティ ング戦略」 テキスト で学ぶ

8
「 マーケティ ングリ サーチ」 問題集を解く

9
「 マーケティ ングリ サーチ」 テキスト で学ぶ

10
「 マーケティ ングリ サーチ」 問題集を解く

11
「 消費者行動」 テキスト で学ぶ

12
「 消費者行動」 問題集を解く

13
今までの復習

14
テスト

15
フ ィ ード バッ ク

16
まと め・ 振り 返り



授業担当

２ 単位　 ３ ２ 時数

実務経験　

通訳、 マーケティ ング職歴有

授業の方法

課題内容

（ 授業時間内での設定課題）

到達目標
マーケティ ング検定にむけての年間スケジュ ール確認
テキスト 、 問題集の取り 組み方

  学校名： 専門学校九州スク ール• オブ• ビジネス 　 学科名： 経営学科

　 教科名： マーケティ ング 佐藤 　 ■ 2年　 後期

演習
成績評価の方法・ 基準
筆記試験による評価

回
授業内容

備考
（ 評価ポイ ント ）

1
「 製品戦略」 テキスト で学ぶ

2
「 製品戦略」 問題集を解く

3
「 価格戦略」 テキスト で学ぶ

4
「 価格戦略」 問題集を解く

5
「 コ ミ ュ ニケーショ ン戦略」 テキスト で学ぶ

6
「 コ ミ ュ ニケーショ ン戦略」 問題集を解く

7
「 チャ ネル戦略」 テキスト で学ぶ

8
「 チャ ネル戦略」 問題集を解く

9
「 サービス・ マーケティ ング」 テキスト で学ぶ

10
「 サービス・ マーケティ ング」 問題集を解く

11
問題集2回目スタ ート

12
問題集2回目

13
問題集2回目

14
テスト を受ける

15
テスト 解説

16
まと め・ 振り 返り



授業担当

２ 単位　 ３ ２ 時数

実務経験　

有

授業の方法

課題内容

（ 授業時間内での設定課題）

レポート 提出

レポート 提出

レポート 提出

レポート 提出

レポート 提出

レポート 提出

レポート 提出

レポート 提出

レポート 提出

レポート 提出

レポート 提出

レポート 提出

レポート 提出

レポート 提出

到達目標

１ 、 企業を 理解するための基礎知識を 習得する

２ 、 最新の重要キーワード ・ キーパーソ ンを 理解する

３ 、 雑談のコ ツを 身につけて会話力を 向上さ せる

  学校名： 専門学校九州スク ール• オブ• ビジネス 　 学科名： 経営学科

　 教科名： 日本の時企業経営 石坂 　 ■ 1年　 前期

演習
成績評価の方法・ 基準
筆記試験による評価

回
授業内容

備考
（ 評価ポイ ント ）

1
イ ント ロダク ショ ン

授業のすすめ方評価の仕方について説明し 授業終了時の到達目標などを 提示する 。

2
概説①

①人と 経営　 ②経営のこ と 始め　 ③リ ーダー論： ロート 製薬

3
概説②

①会社て何？　 ②日本経営のパラ ダイ ムシフ ト ～明治維新～　 ③リ ーダー論： サイ ボウズ

4
概説③

①日本経営のパラ ダイ ムシフ ト ～第二次世界大戦後～　 ②～バブル経済後～③リ ーダー論： ロフ ト

5
概説④

①日本経営のパラ ダイ ムシフ ト 　 ②日本型雇用形態の変革　 ③リ ーダー論： 味の素

6
概説⑤

①経営理念てなに？　 ②多様性てなに？　 ③リ ーダー論： バルミ ュ ーダ

7
概説⑥

①株主総会てなに？～株主の権利～　 ②非上場会社の経営形態　 ③リ ーダー論： サラ ヤ

8
概説⑦

①経営者にも 様々なタ イ プがいる　 ②経営戦略て何？　 ③リ ーダー論： Bリ ーグ

9
概説⑧

①企業の社会的責任（ CSR) 　 ②労働生産性て何？　 ③リ ーダー論： 博報堂

10
概説⑨

①GDPて何？　 ②経営組織について　 　 ③リ ーダー論： ミ ラ イ ロ

11
概説⑩

①時価総額て何？　 ②物価について　 　 ③リ ーダー論： ほぼ日

12
概説11

①M&Aて何？　 ②労働組合について　 　 ③リ ーダー論： アース製薬

13
前期総復習① 

総まと め

14
前期総復習②

総まと め

15
前期テスト  

前期テスト

16
まと め



授業担当

２ 単位　 ３ ２ 時数

実務経験　

有

授業の方法

課題内容

（ 授業時間内での設定課題）

課題と 対応対策をまと め、 レポート 提出

課題と 対応対策をまと め、 レポート 提出

課題と 対応対策をまと め、 レポート 提出

課題と 対応対策をまと め、 レポート 提出

課題と 対応対策をまと め、 レポート 提出

課題と 対応対策をまと め、 レポート 提出

課題と 対応対策をまと め、 レポート 提出

課題と 対応対策をまと め、 レポート 提出

課題と 対応対策をまと め、 レポート 提出

課題と 対応対策をまと め、 レポート 提出

課題と 対応対策をまと め、 レポート 提出

課題と 対応対策をまと め、 レポート 提出

課題と 対応対策をまと め、 レポート 提出

課題と 対応対策をまと め、 レポート 提出

課題と 対応対策をまと め、 レポート 提出

考える力が養えているか、 情報収拾が常に

行われているかをか図る

到達目標

現在起き ている時事ニュ ースを 知り 、 何が課題か考える力を 身につける

時事ニュ ースを 常に意識し 、 情報収拾するこ と を 欠かさ ない体制を 作る

  学校名： 専門学校九州スク ール• オブ• ビジネス 　 学科名： 経営学科

　 教科名： 日本の企業経営 石坂 　 ■ 1年　 後期

演習
成績評価の方法・ 基準
筆記試験による評価

回
授業内容

備考
（ 評価ポイ ント ）

1
時事ニュ ースから ピッ ク アッ プ①

内容の解説と 課題点・ 改善策など

2
時事ニュ ースから ピッ ク アッ プ②

内容の解説と 課題点・ 改善策など

3
時事ニュ ースから ピッ ク アッ プ③

内容の解説と 課題点・ 改善策など

4
時事ニュ ースから ピッ ク アッ プ④

内容の解説と 課題点・ 改善策など

5
時事ニュ ースから ピッ ク アッ プ⑤

内容の解説と 課題点・ 改善策など

6
時事ニュ ースから ピッ ク アッ プ⑥

内容の解説と 課題点・ 改善策など

7
時事ニュ ースから ピッ ク アッ プ⑦

内容の解説と 課題点・ 改善策など

8
時事ニュ ースから ピッ ク アッ プ⑧

内容の解説と 課題点・ 改善策など

9
時事ニュ ースから ピッ ク アッ プ⑨

内容の解説と 課題点・ 改善策など

10
時事ニュ ースから ピッ ク アッ プ⑩

内容の解説と 課題点・ 改善策など

11
時事ニュ ースから ピッ ク アッ プ⑪

内容の解説と 課題点・ 改善策など

12
時事ニュ ースから ピッ ク アッ プ⑫

内容の解説と 課題点・ 改善策など

13
時事ニュ ースから ピッ ク アッ プ⑬

内容の解説と 課題点・ 改善策など

14
時事ニュ ースから ピッ ク アッ プ13

内容の解説と 課題点・ 改善策など

15
時事ニュ ースから ピッ ク アッ プ14

内容の解説と 課題点・ 改善策など

16
後期まと め



授業担当

２ 単位　 ３ ２ 時数

実務経験　

有

授業の方法

課題内容

（ 授業時間内での設定課題）

レポート の提出

レポート の提出

レポート の提出

レポート の提出

レポート の提出

レポート の提出

レポート の提出

レポート の提出

レポート の提出

レポート の提出

レポート の提出

レポート の提出

レポート の提出

レポート の提出

レポート の提出

到達目標

経営者の考え方を学ぶ

企業運営について学ぶ

就職活動に役立つ知識を学ぶ

  学校名： 専門学校九州スク ール• オブ• ビジネス 　 学科名： 経営学科

　 教科名： 日本の企業経営Ⅱ 石坂 　 ■ 2年　 前期

演習
成績評価の方法・ 基準
筆記試験による評価

回
授業内容

備考
（ 評価ポイ ント ）

1
最新ト ピッ ク を踏まえた事例

実在の経営者１ 名を取り 上げ、 その思考を学ぶ①

2
最新ト ピッ ク を踏まえた事例

実在の経営者１ 名を取り 上げ、 その思考を学ぶ②

3
最新ト ピッ ク を踏まえた事例

実在の経営者１ 名を取り 上げ、 その思考を学ぶ③

4
最新ト ピッ ク を踏まえた事例

実在の経営者１ 名を取り 上げ、 その思考を学ぶ④

5
最新ト ピッ ク を踏まえた事例

実在の経営者１ 名を取り 上げ、 その思考を学ぶ⑤

6
最新ト ピッ ク を踏まえた事例

実在の経営者１ 名を取り 上げ、 その思考を学ぶ⑥

7
最新ト ピッ ク を踏まえた事例

実在の経営者１ 名を取り 上げ、 その思考を学ぶ⑦

8
最新ト ピッ ク を踏まえた事例

実在の経営者１ 名を取り 上げ、 その思考を学ぶ⑧

9
最新ト ピッ ク を踏まえた事例

実在の経営者１ 名を取り 上げ、 その思考を学ぶ⑨

10
最新ト ピッ ク を踏まえた事例

実在の経営者１ 名を取り 上げ、 その思考を学ぶ⑩

11
最新ト ピッ ク を踏まえた事例

実在の経営者１ 名を取り 上げ、 その思考を学ぶ11

12
最新ト ピッ ク を踏まえた事例

実在の経営者１ 名を取り 上げ、 その思考を学ぶ12

13
最新ト ピッ ク を踏まえた事例

実在の経営者１ 名を取り 上げ、 その思考を学ぶ13

14
最新ト ピッ ク を踏まえた事例

実在の経営者１ 名を取り 上げ、 その思考を学ぶ14

15
最新ト ピッ ク を踏まえた事例

実在の経営者１ 名を取り 上げ、 その思考を学ぶ１ ５

16
まと め



授業担当

２ 単位　 ３ ２ 時数

実務経験　

有

授業の方法

課題内容

（ 授業時間内での設定課題）

レポート の提出

レポート の提出

レポート の提出

レポート の提出

レポート の提出

レポート の提出

レポート の提出

レポート の提出

レポート の提出

レポート の提出

レポート の提出

レポート の提出

レポート の提出

レポート の提出

レポート の提出

到達目標

経営者の考え方を 学ぶ

企業運営について学ぶ

就職活動に役立つ知識を 学ぶ

  学校名： 専門学校九州スク ール• オブ• ビジネス 　 学科名： 経営学科

　 教科名： 日本の企業経営Ⅱ 石坂 　 ■ 2年　 後期

演習
成績評価の方法・ 基準
筆記試験による評価

回
授業内容

備考
（ 評価ポイ ント ）

1
最新ト ピッ ク を踏まえた事例

実在の経営者１ 名を取り 上げ、 その思考を学ぶ16

2
最新ト ピッ ク を踏まえた事例

実在の経営者１ 名を取り 上げ、 その思考を学ぶ17

3
最新ト ピッ ク を踏まえた事例

実在の経営者１ 名を取り 上げ、 その思考を学ぶ18

4
最新ト ピッ ク を踏まえた事例

実在の経営者１ 名を取り 上げ、 その思考を学ぶ19

5
最新ト ピッ ク を踏まえた事例

実在の経営者１ 名を取り 上げ、 その思考を学ぶ20

6
最新ト ピッ ク を踏まえた事例

実在の経営者１ 名を取り 上げ、 その思考を学ぶ21

7
最新ト ピッ ク を踏まえた事例

実在の経営者１ 名を取り 上げ、 その思考を学ぶ22

8
最新ト ピッ ク を踏まえた事例

実在の経営者１ 名を取り 上げ、 その思考を学ぶ23

9
最新ト ピッ ク を踏まえた事例

実在の経営者１ 名を取り 上げ、 その思考を学ぶ24

10
最新ト ピッ ク を踏まえた事例

実在の経営者１ 名を取り 上げ、 その思考を学ぶ25

11
最新ト ピッ ク を踏まえた事例

実在の経営者１ 名を取り 上げ、 その思考を学ぶ26

12
最新ト ピッ ク を踏まえた事例

実在の経営者１ 名を取り 上げ、 その思考を学ぶ27

13
最新ト ピッ ク を踏まえた事例

実在の経営者１ 名を取り 上げ、 その思考を学ぶ28

14
最新ト ピッ ク を踏まえた事例

実在の経営者１ 名を取り 上げ、 その思考を学ぶ29

15
最新ト ピッ ク を踏まえた事例

実在の経営者１ 名を取り 上げ、 その思考を学ぶ30

16
まと め



授業担当

２ 単位　 ３ ２ 時数

実務経験　

有

授業の方法

課題内容

（ 授業時間内での設定課題）

レポート 提出

レポート 提出

レポート 提出

レポート 提出

レポート 提出

レポート 提出

レポート 提出

レポート 提出

レポート 提出

レポート 提出

レポート 提出

レポート 提出

レポート 提出

到達目標

１ 、 企業を 理解するための基礎知識を 習得する

２ 、 最新の重要キーワード ・ キーパーソ ンを 理解する

３ 、 雑談のコ ツを 身につけて会話力を 向上さ せる

  学校名： 専門学校九州スク ール• オブ• ビジネス 　 学科名： 経営学科

　 教科名： ビジネス経済・ 時事Ⅰ 石坂 　 ■ 1年　 前期

演習
成績評価の方法・ 基準
筆記試験による評価

回
授業内容

備考
（ 評価ポイ ント ）

1
なぜ情報収集が必要なのか？

情報リ テラ シーの重要性と 様々な情報源の特徴を知る

2
世の中の変化を見てみよう

日本、 世界、 技術、 労働、 企業の５ つの環境の変化を知る

3
働き 方の変化を見てみよう

AI と I oTで仕事の何が変わる？　 今後のビジネスへの影響を知る

4
会社と は何か？①

経営理念やラ イ バル企業と 比較し て会社の特徴を知る

5
会社と は何か？②

会社が周り （ ステーク ホルダー） に与える経済効果を知る

6
会社と は何か？③

会社の成績（ 決算） から 経営状態を見よう

7
ビジネスに関わる重要なデータ

少子高齢化・ イ ンバウンド ・ 物価・ 原油価格・ 国の財政など

8
為替（ 円相場） と は？

為替はなぜ動く のか？円高・ 円安がビジネスにどう 影響を与えるのか？

9
日経平均っ て何ですか？

ニュ ースでよく 聞く 「 株価」 と 「 為替」 と は？円高と 円安はどちら がプラ ス？

10
おカ ネの価値はどう 決まる？

キャ ッ シュ レス時代〜給料も チャ ージ制に…！

11
日本にと っ て重要な予算と は？

税金のこ と ちゃ んと 知っ てる？ビジネスに関わる最新キーワード を知ろ う

12
雑談力でコ ミ ュ ニケーショ ンアッ プ①

雑談は雑な会話ではなく 、 コ ミ ュ ニケーショ ンのテク ニッ ク

13
雑談力でコ ミ ュ ニケーショ ンアッ プ②

面接での会話に役立つ雑談の作り 方・ 進め方

14
前期末試験

授業で取り 上げた内容と 、 最新のニュ ース記事から 出題

15
前期試験

16
まと め



授業担当

２ 単位　 ３ ２ 時数

実務経験　

有

授業の方法

課題内容

（ 授業時間内での設定課題）

課題と 対応対策をまと め、 レポート 提出

課題と 対応対策をまと め、 レポート 提出

課題と 対応対策をまと め、 レポート 提出

課題と 対応対策をまと め、 レポート 提出

課題と 対応対策をまと め、 レポート 提出

課題と 対応対策をまと め、 レポート 提出

課題と 対応対策をまと め、 レポート 提出

課題と 対応対策をまと め、 レポート 提出

課題と 対応対策をまと め、 レポート 提出

課題と 対応対策をまと め、 レポート 提出

課題と 対応対策をまと め、 レポート 提出

課題と 対応対策をまと め、 レポート 提出

課題と 対応対策をまと め、 レポート 提出

課題と 対応対策をまと め、 レポート 提出

課題と 対応対策をまと め、 レポート 提出

考える力が養えているか、 情報収拾が常に

行われているかをか図る

到達目標

現在起き ている時事ニュ ースを 知り 、 何が課題か考える力を 身につける

時事ニュ ースを 常に意識し 、 情報収拾するこ と を 欠かさ ない体制を 作る

  学校名： 専門学校九州スク ール• オブ• ビジネス 　 学科名： 経営学科

　 教科名： ビジネス経済・ 時事Ⅰ 石坂 　 ■ 1年　 後期

演習
成績評価の方法・ 基準
筆記試験による評価

回
授業内容

備考
（ 評価ポイ ント ）

1
時事ニュ ースから ピッ ク アッ プ①

内容の解説と 課題点・ 改善策など

2
時事ニュ ースから ピッ ク アッ プ②

内容の解説と 課題点・ 改善策など

3
時事ニュ ースから ピッ ク アッ プ③

内容の解説と 課題点・ 改善策など

4
時事ニュ ースから ピッ ク アッ プ④

内容の解説と 課題点・ 改善策など

5
時事ニュ ースから ピッ ク アッ プ⑤

内容の解説と 課題点・ 改善策など

6
時事ニュ ースから ピッ ク アッ プ⑥

内容の解説と 課題点・ 改善策など

7
時事ニュ ースから ピッ ク アッ プ⑦

内容の解説と 課題点・ 改善策など

8
時事ニュ ースから ピッ ク アッ プ⑧

内容の解説と 課題点・ 改善策など

9
時事ニュ ースから ピッ ク アッ プ⑨

内容の解説と 課題点・ 改善策など

10
時事ニュ ースから ピッ ク アッ プ⑩

内容の解説と 課題点・ 改善策など

11
時事ニュ ースから ピッ ク アッ プ⑪

内容の解説と 課題点・ 改善策など

12
時事ニュ ースから ピッ ク アッ プ⑫

内容の解説と 課題点・ 改善策など

13
時事ニュ ースから ピッ ク アッ プ⑬

内容の解説と 課題点・ 改善策など

14
時事ニュ ースから ピッ ク アッ プ13

内容の解説と 課題点・ 改善策など

15
時事ニュ ースから ピッ ク アッ プ14

内容の解説と 課題点・ 改善策など

16
後期まと め



授業担当

２ 単位　 ３ ２ 時数

実務経験　

有

授業の方法

課題内容

（ 授業時間内での設定課題）

レポート の提出

レポート の提出

レポート の提出

レポート の提出

レポート の提出

レポート の提出

レポート の提出

レポート の提出

レポート の提出

レポート の提出

レポート の提出

レポート の提出

レポート の提出

４ 択と 記述

到達目標

１ 、 企業を理解するための基礎知識を習得する

２ 、 最新の重要キーワード ・ キーパーソ ンを理解する

３ 、 雑談のコ ツを身につけて会話力を向上さ せる

  学校名： 専門学校九州スク ール• オブ• ビジネス 　 学科名： 経営学科

　 教科名： ビジネス経済・ 時事I I 石坂 　 ■ 2年　 前期

演習
成績評価の方法・ 基準
筆記試験による評価

回
授業内容

備考
（ 評価ポイ ント ）

1
情報リ テラ シーの重要性

2
世の中の動き を掴む①

3
世の中の動き を掴む②

4
世の中の動き を掴む③

5
テーマパーク をビジネス感覚で学ぶ①

6
テーマパーク をビジネス感覚で学ぶ②

7
テーマパーク をビジネス感覚で学ぶ③

8
ビジネスを動かす株式と 為替

9
私たちの税金は何に使われるか

10
イ ンバウンド の経済効果

11
知っ ておき たいキーワード ①

12
知っ ておき たいキーワード ②

13
知っ ておき たいキーワード ③

14
前期末試験

15
試験解答

16
まと め



授業担当

２ 単位　 ３ ２ 時数

実務経験　

有

授業の方法

課題内容

（ 授業時間内での設定課題）

レポート の提出

レポート の提出

レポート の提出

レポート の提出

レポート の提出

レポート の提出

レポート の提出

レポート の提出

レポート の提出

レポート の提出

レポート の提出

レポート の提出

レポート の提出

４ 択と 記述

到達目標

現在起き ている時事ニュ ースを 知り 、 何が課題か考える力を 身につける

時事ニュ ースを 常に意識し 、 情報収拾するこ と を 欠かさ ない体制を 作る

  学校名： 専門学校九州スク ール• オブ• ビジネス 　 学科名： 経営学科

　 教科名： ビジネス経済・ 時事I I 石坂 　 ■ 2年　 後期

演習
成績評価の方法・ 基準
筆記試験による評価

回
授業内容

備考
（ 評価ポイ ント ）

1
世の中の動き を掴む④

日本の現状　 問題点

2
世の中の動き を掴む⑤

世界の変化と 技術の変化

3
世の中の動き を掴む⑥

労働の変化と 企業の変化

4
経営理念でビジネスを学ぶ①

5
経営理念でビジネスを学ぶ②

6
経営理念でビジネスを学ぶ③

7
ビジネスを動かす資源と エネルギー

8
年金と は

9
為替から 考察する経済

10
知っ ておき たいキーワード ④

11
知っ ておき たいキーワード ⑤

12
知っ ておき たいキーワード ⑥

13
知っ ておき たいキーワード ⑦

14
後期末試験

15
試験解答

16
総まと め



授業担当

２ 単位　 ３ ２ 時数

実務経験　

FPオフ ィ ス経営/有

授業の方法

課題内容

（ 授業時間内での設定課題）

行動経済学とは何かを理解する。

プレゼンテーションとは何かを理解する

バズセッ ショ ンを実行する

基本動作、 内容のポイ ント を理解する

構成、 表現のポイ ント を理解する

自己紹介の原稿を作っ てみる

プレゼンの基礎を抑えた自己紹介ができ る

情報収集の重要性を理解する

論理的なスト ーリ ー展開を理解する

設計シート の作り 方を理解する

設計シート の作り 方を理解する

効果的な資料が作成できる

効果的な資料が作成できる

効果的な資料が作成できる

効果的な資料が作成でき る

効果的なプレゼンテーションができる

効果的なプレゼンテーションができる

到達目標

１ 、 論理的な組み立て、 スト ーリ ーを 作るこ と ができ る。

２ 、 金融や経済の仕組みを 知るこ と で、 世の中の流れや時事を 理解するこ と ができ る。

３ 、 3級FP技能士の資格取得のために必要な知識を 身につけるこ と ができ る。

  学校名： 専門学校九州スク ール• オブ• ビジネス 　 学科名： 経営学科

　 教科名： ビジネスプレ ゼンテーショ ン 石坂 　 ■ 1年　 前期

講義
成績評価の方法・ 基準
筆記試験による評価

回
授業内容

備考
（ 評価ポイ ント ）

1
プレゼンテーショ ンガイ ダンス　

行動経済学から のアプローチ

2
プレゼンテーショ ンの基礎知識

プレゼンテーショ ンと は何か？バズセッ ショ ン（ 聞き 手の視点）

3
プレゼンのイ ロハ

プレゼンの三要素　 基本動作　 内容のポイ ント

4
プレゼンのイロハ　　自己紹介の原稿作り

構成のポイ ント 　 表現のポイ ント

5
自己紹介のプレゼンテーション

スラ イ ド なし の60秒プレゼン

6
必要な情報収集

目的　 分析　 収集

7
論理的なストーリー展開

8
設計シート の作成

バズセッ ショ ン

9
設計シートの作成

バズセッ ショ ン

10
プレゼン資料作成１

バズセッ ショ ン

11
プレゼン資料作成2

バズセッ ショ ン

12
プレゼン資料作成3

バズセッ ショ ン

13
プレゼン資料作成4

バズセッ ショ ン

14
パワーポイ ント を使っ たプレゼンテーショ ン

各グループの発表

15
パワーポイ ント を使っ たプレゼンテーショ ン

各グループの発表

16
まとめ



授業担当

２ 単位　 ３ ２ 時数

実務経験　

FPオフ ィ ス経営/有

授業の方法

課題内容

（ 授業時間内での設定課題）

プレゼンの本質を理解する

聞き 手が主役を理解する

潜在的価値を理解する

３ つの要素を理解する

６ W２ Hを理解する

プレゼンの基本型を理解する

資料作成ができ る

資料作成ができ る

デザイ ンのルールを理解する

デザイ ンのルールを理解する

スト ーリ ーが作れる

グループディ スカ ッ ショ ンができ る

スト ーリ ーが作れる

グループディ スカ ッ ショ ンができ る

スト ーリ ーが作れる

グループディ スカ ッ ショ ンができ る

プレゼンテーションができる

プレゼンテーションができる

プレゼンテーションができる

プレゼンテーションができる

到達目標

１ 、 論理的な組み立て、 スト ーリ ーを 作るこ と ができ る。

２ 、 金融や経済の仕組みを 知るこ と で、 世の中の流れや時事を 理解するこ と ができ る。

３ 、 3級FP技能士の資格取得のために必要な知識を 身につけるこ と ができ る。

  学校名： 専門学校九州スク ール• オブ• ビジネス 　 学科名： 経営学科

　 教科名： ビジネスプレ ゼンテーショ ン 石坂 　 ■ 1年　 後期

講義
成績評価の方法・ 基準
筆記試験による評価

回
授業内容

備考
（ 評価ポイ ント ）

1
プレゼンの本質①

2
プレゼンの本質②

3
人を動かすプレゼンの型①

4
人を動かすプレゼンの型②

5
資料作成①

6
資料作成②

7
デザインルール①

8
デザインルール②

9
論理的なストーリー①

バズセッ ショ ン

10
論理的なストーリー②

バズセッ ショ ン

11
論理的なストーリー③

バズセッ ショ ン

12
実践練習①

伝達力

13
実践練習②

伝達力

14
実践練習③

伝達力

15
実践練習④

伝達力

16
まとめ



授業担当

プレ ゼンテーショ ンの基本を 習得する。
2単位　 32時数

PowerPointを使ったプレゼン資料作成ができる。 実務経験　
説得力のあるプレゼンテーションが実施できる。 有

授業の方法

課題内容
（ 授業時間内での設定課題）

プレゼンテーションの意義を理解する

プレゼンテーションで重要なことを理解する

プレゼンテーションの見て学ぶ

論理的な組み立てができる

プレゼンテーションでの表現力を学ぶ

パワーポイントを操作できる

パワーポイントに図形などを組み込むことができる

効果的な資料が作成できる

効果的な資料が作成できる

会社で通用するプレゼン資料が作成できる

グループ内でコミュニケーションが取れる

会社で通用するプレゼン資料が作成できる

グループ内でコミュニケーションが取れる

会社で通用するプレゼン資料が作成できる

グループ内でコミュニケーションが取れる

会社で通用するプレゼン資料が作成できる

グループ内でコミュニケーションが取れる

会社で通用するプレゼン資料が作成できる

グループ内でコミュニケーションが取れる

会社で通用するプレゼン資料が作成できる

グループ内でコミュニケーションが取れる

到達目標

  学校名： 専門学校九州スク ール• オブ• ビジネス 　 学科名： 経営学科

　 教科名： ビジネスプレ ゼンテーショ ン 石坂幸樹 　 ■ 2年　 前期

講義
成績評価の方法・ 基準
筆記試験による評価

回 授業内容 備考
（ 評価ポイ ン ト ）

1
今なぜプレゼンテーションか

2
プレゼンテーションで重要なこと

3
プレゼンテーション能力の活用

4
ストーリーの構築

論理的な組み立て

5
プレゼンテーション実例

6
PowerPointの基本操作

PowerPointの事例演習　　ブラッシュアップ

7
PowerPointの基本操作

PowerPointの事例演習　　グラフや図形の挿入

8
PowerPointの基本操作

PowerPointの事例演習　　より見やすくするために

9
PowerPointの基本操作

PowerPointの事例演習　　より見やすくするために

10
ビジネスプランの作成①

バズセッション

11
ビジネスプランの作成②

バズセッション

12
ビジネスプランの作成③

バズセッション

13
ビジネスプランの作成④

バズセッション

14
ビジネスプランの作成⑤

バズセッション

15
ビジネスプランの作成⑥

バズセッション

16
まとめ



授業担当

プレゼンテーショ ンの基本を習得する。
2単位　 32時数

PowerPointを使ったプレゼン資料作成ができる。 実務経験　
説得力のあるプレゼンテーションが実施できる。 有

授業の方法

課題内容
（ 授業時間内での設定課題）

プレゼンの基本的なスキルの習得

（ コ ール&レ スポンス、 ジェ スチャ ーなど）

プレゼンの基本的なスキルの習得

（ コ ール&レ スポンス、 ジェ スチャ ーなど）

プレゼンの基本的なスキルの習得

（ コ ール&レ スポンス、 ジェ スチャ ーなど）

プレゼンの基本的なスキルの習得

（ コ ール&レ スポンス、 ジェ スチャ ーなど）

プレゼンの基本的なスキルの習得

（ コ ール&レ スポンス、 ジェ スチャ ーなど）

資料のブラッシュアップとスキルの習得

資料のブラッシュアップとスキルの習得

資料のブラッシュアップとスキルの習得

資料のブラッシュアップとスキルの習得

資料のブラッシュアップとスキルの習得

熱意を表現し、それが伝わっているか

熱意を表現し、それが伝わっているか

熱意を表現し、それが伝わっているか

熱意を表現し、それが伝わっているか

熱意を表現し、それが伝わっているか

到達目標

  学校名： 専門学校九州スク ール• オブ• ビジネス 　 学科名： 経営学科

　 教科名： ビジネスプレゼンテーショ ン 石坂幸樹 　 ■ 2年　 後期

講義
成績評価の方法・ 基準
筆記試験による評価

回 授業内容 備考
（ 評価ポイ ント ）

1
プレゼンテーションの実施・発表

2
プレゼンテーションの実施・発表

3
プレゼンテーションの実施・発表

4
プレゼンテーションの実施・発表

5
プレゼンテーションの実施・発表

6
プレゼンテーションの評価と改善

7
プレゼンテーションの評価と改善

8
プレゼンテーションの評価と改善

9
プレゼンテーションの評価と改善

10
プレゼンテーションの評価と改善

11
一番伝えたいことを作り表現する

12
一番伝えたいことを作り表現する

13
一番伝えたいことを作り表現する

14
一番伝えたいことを作り表現する

15
一番伝えたいことを作り表現する

16
まと め



授業担当

2単位　 32時数

実務経験　
有

授業の方法

課題内容
（ 授業時間内での設定課題）

授業内容に即した過去問演習

授業内容に即した過去問演習

授業内容に即した過去問演習

授業内容に即した過去問演習

授業内容に即した過去問演習

授業内容に即した過去問演習

授業内容に即した過去問演習

授業内容に即した過去問演習

授業内容に即した過去問演習

授業内容に即した過去問演習

授業内容に即した過去問演習

授業内容に即した過去問演習

授業内容に即した過去問演習

授業内容に即した過去問演習

授業内容に即した過去問演習
15

法人と会社の総復習

16
まとめ

13
結婚　夫婦の財産管理

遺産相続

14
契約法の総復習

11
コンプライアンスの基本

独占禁止法

12
みなし労働時間制

休憩・有給休暇

9
債権管理

相殺　時効

10
留置権　質権　先取特権

譲渡担保　 所有権留保

7
株主の権利　機関設計　株主総会の役割とルール

取締役　取締役会

8
会社設立の流れと支配人の役割

知的財産とは

5
債務不履行

使用者責任

6
自然人　法人

意思能力　行為能力

3
手付け

賃貸借

4
不当利得

事務管理

1
契約とは

意思表示（心裡留保、虚偽表示、錯誤）

2
債務不履行

同時履行の抗弁研

講義
成績評価の方法・ 基準
筆記試験による評価

回
授業内容

備考
（ 評価ポイ ン ト ）

到達目標
１ 、 実務で役に立つ法律知識を習得する。
２ 、 企業コ ンプラ イ アンスやリ スク 回避についての知識を習得する。
３ 、 3級ビジネス実務法務検定合格

  学校名： 専門学校九州スク ール• オブ• ビ ジネス 　 学科名： 経営学科

　 教科名： ビジネス実務法務A 石坂幸樹 　 ■ 2年　 前期



授業担当

2単位　 32時数

実務経験　
有

授業の方法

課題内容
（ 授業時間内での設定課題）

授業内容に即した過去問演習

授業内容に即した過去問演習

授業内容に即した過去問演習

授業内容に即した過去問演習

授業内容に即した過去問演習

検定試験の解答解説により理解を深める

実務的視点からのアプローチ

実務的視点からのアプローチ

実務的視点からのアプローチ

実務的視点からのアプローチ

実務的視点からのアプローチ

実務的視点からのアプローチ

実務的視点からのアプローチ

実務的視点からのアプローチ

期末テスト
15

期末テスト

16
まと め

13
企業と従業員の関係①

14
ビジネスに関連する家族法①

11
企業活動に関する法規制①

12
企業と会社の仕組み①

9
債権の管理と回収①

10
企業財産の管理と法律①

7
ビジネス実務法務の法体系①

8
企業取引の法務①

5
検定試験対策

6
検定試験解答解説①

3
親族法・相続法の総復習

4
検定試験対策

1
起業財産の管理の総復習

2
企業活動に関する法規制の総復習

講義
成績評価の方法・ 基準
筆記試験による評価

回 授業内容 備考
（ 評価ポイ ン ト ）

到達目標
１ 、 実務で役に立つ法律知識を習得する。
２ 、 企業コ ンプラ イ アンスやリ スク 回避についての知識を習得する。
３ 、 3級ビジネス実務法務検定合格

  学校名： 専門学校九州スク ール• オブ• ビ ジネス 　 学科名： 経営学科

　 教科名： ビジネス実務法務A 石坂幸樹 　 ■ 2年　 後期



授業担当

2単位　 32時数

実務経験　
有

授業の方法

課題内容
（ 授業時間内での設定課題）

授業内容に即した過去問演習

授業内容に即した過去問演習

授業内容に即した過去問演習

授業内容に即した過去問演習

授業内容に即した過去問演習

授業内容に即した過去問演習

授業内容に即した過去問演習

授業内容に即した過去問演習

授業内容に即した過去問演習

授業内容に即した過去問演習

授業内容に即した過去問演習

授業内容に即した過去問演習

授業内容に即した過去問演習

授業内容に即した過去問演習

期末テスト
15

期末テスト

16
まとめ

13
法定相続　相続放棄

遺言の作り方

14
不当利得・事務管理・不法行為の総復習

11
労働契約と労働法

就業規則　時間外・休日労働のルール

12
退職のルール　解雇

労働組合　 男女雇用機会均等法　 労働者派遣

9
保証人　連帯保証人

抵当権

10
債権回収

裁判の仕組み

7
様々な会社の機関

会社に関する訴訟

8
特許権　著作権

企業財産管理のポイント

5
工作物責任　共同不法行為

民法特別法

6
制限行為能力者

４種類の会社　株式会社の仕組み

3
手形・小切手

契約法関連総復習

4
不法行為

損害賠償

1
詐欺、脅迫

代理（無権代理、表見代理）

2
危険負担

契約不適合責任

講義
成績評価の方法・ 基準
筆記試験による評価

回 授業内容 備考
（ 評価ポイ ン ト ）

到達目標
１ 、 実務で役に立つ法律知識を習得する。
２ 、 企業コ ンプラ イ アンスやリ スク 回避についての知識を習得する。
３ 、 3級ビジネス実務法務検定合格

  学校名： 専門学校九州スク ール• オブ• ビ ジネス 　 学科名： 経営学科

　 教科名： ビジネス実務法務B 石坂幸樹 　 ■ 2年　 前期



授業担当

2単位　 32時数

実務経験　
有

授業の方法

課題内容
（ 授業時間内での設定課題）

授業内容に即した過去問演習

授業内容に即した過去問演習

授業内容に即した過去問演習

授業内容に即した過去問演習

授業内容に即した過去問演習

検定試験の解答解説により理解を深める

実務的視点からのアプローチ

実務的視点からのアプローチ

実務的視点からのアプローチ

実務的視点からのアプローチ

実務的視点からのアプローチ

実務的視点からのアプローチ

実務的視点からのアプローチ

実務的視点からのアプローチ

期末テスト
15

期末テスト

16
まとめ

13
企業と従業員の関係②

14
ビジネスに関連する家族法②

11
企業活動に関する法規制②

12
企業と会社の仕組み②

9
債権の管理と回収②

10
企業財産の管理と法律②

7
ビジネス実務法務の法体系②

8
企業取引の法務②

5
検定試験対策

6
検定試験解答解説②

3
検定試験対策

4
検定試験対策

1
債権の管理と方法の総復習

2
労働法の総復習

講義
成績評価の方法・ 基準
筆記試験による評価

回 授業内容 備考
（ 評価ポイ ン ト ）

到達目標
１ 、 実務で役に立つ法律知識を習得する。
２ 、 企業コ ンプラ イ アンスやリ スク 回避についての知識を習得する。
３ 、 3級ビジネス実務法務検定合格

  学校名： 専門学校九州スク ール• オブ• ビ ジネス 　 学科名： 経営学科

　 教科名： ビジネス実務法務B 石坂幸樹 　 ■ 2年　 後期



授業担当

４ 単位　 64時数

実務経験　

有

授業の方法

課題内容

（ 授業時間内での設定課題）

テキストの疑問点の解消

テキストの疑問点の解消

テキストの疑問点の解消

テキストの疑問点の解消

テキストの疑問点の解消

テキストの疑問点の解消

テキストの疑問点の解消

テキストの疑問点の解消

テキストの疑問点の解消

テキストの疑問点の解消

テキストの疑問点の解消

テキストの疑問点の解消

テキストの疑問点の解消

到達目標

WEBの仕組みを 理解する

WEBサイ ト の構成

  学校名： 専門学校九州スク ール• オブ• ビジネス 　 学科名： 経営学科

　 教科名： ECマーケティ ング 宮原 　 ■ 2年　 前期

演習
成績評価の方法・ 基準
筆記試験による評価

回
授業内容

備考
（ 評価ポイ ント ）

1
Webの概要

Webが動く 仕組み

2
Webの概要

サイ ト と アプリ

3
開発ツール

4
HTMLの基本

5
CSSの基本

6
Web技術のト レンド

7
Webサーバーへの配置

8
フ ァ イ ルのバージョ ン管理

9
Webアプリ のデプロイ

10
Webに関するネッ ト ワーク

11
Webページが表示さ れるまで

12
ページ生成

レンダリ ング

13

14
テスト

15
フ ィ ード バッ ク

16
まと め



授業担当

４ 単位　 64時数

実務経験　

有

授業の方法

課題内容

（ 授業時間内での設定課題）

テキストの疑問点の解消

テキストの疑問点の解消

テキストの疑問点の解消

テキストの疑問点の解消

テキストの疑問点の解消

テキストの疑問点の解消

テキストの疑問点の解消

テキストの疑問点の解消

テキストの疑問点の解消

テキストの疑問点の解消

テキストの疑問点の解消

テキストの疑問点の解消

テキストの疑問点の解消

到達目標

WEBの仕組みを 理解する

WEBサイ ト の構成

  学校名： 専門学校九州スク ール• オブ• ビジネス 　 学科名： 経営学科

　 教科名： ECマーケティ ング 宮原 　 ■ 2年　 前期

演習
成績評価の方法・ 基準
筆記試験による評価

回
授業内容

備考
（ 評価ポイ ント ）

1
Webの概要

Webが動く 仕組み

2
Webの概要

サイ ト と アプリ

3
開発ツール

4
HTMLの基本

5
CSSの基本

6
Web技術のト レンド

7
Webサーバーへの配置

8
フ ァ イ ルのバージョ ン管理

9
Webアプリ のデプロイ

10
Webに関するネッ ト ワーク

11
Webページが表示さ れるまで

12
ページ生成

レンダリ ング

13

14
テスト

15
フ ィ ード バッ ク

16
まと め



授業担当

4単位　 64時数

実務経験　

有

授業の方法

課題内容

（ 授業時間内での設定課題）

テキストの疑問点の解消

テキストの疑問点の解消

テキストの疑問点の解消

テキストの疑問点の解消

テキストの疑問点の解消

テキストの疑問点の解消

テキストの疑問点の解消

テキストの疑問点の解消

テキストの疑問点の解消

テキストの疑問点の解消

テキストの疑問点の解消

テキストの疑問点の解消

テキストの疑問点の解消

到達目標 ECサイ ト の設計と 運用

  学校名： 専門学校九州スク ール• オブ• ビジネス 　 学科名： 経営学科

　 教科名： ECマーケティ ング 宮原 　 ■ 2年　 後期

演習
成績評価の方法・ 基準
筆記試験による評価

回
授業内容

備考
（ 評価ポイ ント ）

1
Webのセキュ リ ティ

ログ

2
ECサイ ト の設計と 運用

サイ ト 全体の設計

3
ECサイ ト の設計と 運用

サイ ト 全体の設計

4
ECサイ ト の設計と 運用

サイ ト 全体の設計

5
ECサイ ト の設計と 運用

サイ ト 全体の設計

6
ECサイ ト の設計と 運用

サイ ト 全体の設計

7
データ ベースの設計

8
テスト の設計

9
運用と 保守

10
ECサイ ト に求めら れる知識

11
規約

12
法律

13
決済方法

14
テスト を受ける

15
テスト 解説

16
まと め



授業担当

4単位　 64時数

実務経験　

有

授業の方法

課題内容

（ 授業時間内での設定課題）

テキストの疑問点の解消

テキストの疑問点の解消

テキストの疑問点の解消

テキストの疑問点の解消

テキストの疑問点の解消

テキストの疑問点の解消

テキストの疑問点の解消

テキストの疑問点の解消

テキストの疑問点の解消

テキストの疑問点の解消

テキストの疑問点の解消

テキストの疑問点の解消

テキストの疑問点の解消

到達目標 ECサイ ト の設計と 運用

  学校名： 専門学校九州スク ール• オブ• ビジネス 　 学科名： 経営学科

　 教科名： ECマーケティ ング 宮原 　 ■ 2年　 後期

演習
成績評価の方法・ 基準
筆記試験による評価

回
授業内容

備考
（ 評価ポイ ント ）

1
Webのセキュ リ ティ

ログ

2
ECサイ ト の設計と 運用

サイ ト 全体の設計

3
ECサイ ト の設計と 運用

サイ ト 全体の設計

4
ECサイ ト の設計と 運用

サイ ト 全体の設計

5
ECサイ ト の設計と 運用

サイ ト 全体の設計

6
ECサイ ト の設計と 運用

サイ ト 全体の設計

7
データ ベースの設計

8
テスト の設計

9
運用と 保守

10
ECサイ ト に求めら れる知識

11
規約

12
法律

13
決済方法

14
テスト を受ける

15
テスト 解説

16
まと め



授業担当

２ 単位　 ３ 2時数

実務経験　

心理カ ウン セラ ーと し て人材育成勤務歴有

授業の方法

課題内容

（ 授業時間内での設定課題）

到達目標

・ 自分発見（ ワーク を通し て自分と 向き 合う こ と で気付き を促し 「 自分発見」 に繋げる）

・ 企業リ サーチ

・ PR動画作成の準備

  学校名： 専門学校九州スク ール• オブ• ビ ジネス 　 学科名： 経営学科

　 教科名： キャ リ アガイ ダンスⅠ 江川　 雅美 ■　 １ 年　 　 前期

演習
成績評価の方法・ 基準
筆記試験による評価

回
授業内容

備考
（ 評価ポイ ン ト ）

1
導入授業

（ 授業の進め方、 成績のつけ方など説明）

2
就職までの流れ

自己理解１ ( ビ ヘイ ビ アタ イ プ、 エゴグラ ム)

3
自己理解２ ( 願望の発見、 自分はどんな人？)

4
自己理解３ ( 欲望チェ ッ ク )

5
自己理解４ ( 他信)

6
自己イ メ ージの確立１

（ 現在のラ イ フ スタ イ ル、 理想の自分、 こ こ ろ の地図）

7
自己イ メ ージの確立２

（ 価値のリ レ ーショ ン ）

8
アピ ールポイ ン ト

（ 振り 返っ て自分についてまと める ）

9
自分の方向性・ 優先順位と 企業の選び方

企業リ サーチと は、 リ サーチの仕方・ ポイ ン ト

10
挨拶、 礼儀、 マナーなど①

11
挨拶、 礼儀、 マナーなど②

12
希望企業の選定（ ５ 社く ら いに絞る ）

13
PR動画撮影に向けて①

（ 自己PR、 好き な教科、 趣味・ 特技など作っ てみる ）

14
PR動画撮影に向けて②

（ PR動画の構成を 考える ( 内容や作品など) ）

15
PR動画撮影に向けて③

（ 構成に合わせてスピ ーチ内容を 練り 直し ）

16
まと め



授業担当

２ 単位　 ３ 2時数

実務経験　

心理カ ウン セラ ーと し て人材育成勤務歴有

授業の方法

課題内容

（ 授業時間内での設定課題）

到達目標

・ PR動画を作成する

・ 業界EXPOの為の準備

・ 就職試験、 面接、 オンラ イ ン面接の対策

  学校名： 専門学校九州スク ール• オブ• ビジネス 　 学科名： 経営学科

　 教科名： キャ リ アガイ ダンスⅡ 江川　 雅美 ■　 １ 年　 　 後期

演習
成績評価の方法・ 基準
筆記試験による評価

回
授業内容

備考
（ 評価ポイ ント ）

1
PR動画用の自己PR修正、 作品準備

2
PR動画撮影①

3
PR動画撮影②

4
業界EXPO対策①

（ マナー、 話し 方、 聞き 方など）

5
業界EXPO対策②

（ 企業に質問し たいこ と などを考える）

6
就職試験( 筆記) 対策①

（ 過去問など）

7
就職試験( 筆記) 対策②

（ 過去問など）

8
集中授業

（ 補強が必要と 思われる分野をする）

9
面接対策①

（ 対策シート 作成）

10
面接対策②

（ 対策シート 練り 直し ）

11
オンラ イ ン面接対策①

（ オンラ イ ン面接時の注意点など）

12
オンラ イ ン面接対策②

（ オンラ イ ン面接の体験）

13
希望企業リ サーチ

（ 企業に質問し たいこ と などを考える）

14
希望企業リ サーチ

（ 企業に質問し たいこ と などを考える）

15
希望企業リ サーチ

（ 企業に質問し たいこ と などを考える）

16
まと め



授業担当

就職活動対策
2単位　 32時数

面接指導 実務経験　
就職 有

授業の方法

課題内容
（ 授業時間内での設定課題）

企業を知る　　企業分析

自分を知る　 自己分析

企業を知る　　企業分析

自分を知る　 自己分析

企業を知る　　企業分析

自分を知る　 自己分析

企業を知る　　企業分析

自分を知る　 自己分析

企業を知る　　企業分析

自分を知る　 自己分析

企業を知る　　企業分析

自分を知る　 自己分析

企業を知る　　企業分析

自分を知る　 自己分析

企業を知る　　企業分析

自分を知る　 自己分析

企業を知る　　企業分析

自分を知る　 自己分析

企業を知る　　企業分析

自分を知る　 自己分析

企業を知る　　企業分析

自分を知る　 自己分析

企業を知る　　企業分析

自分を知る　 自己分析

企業を知る　　企業分析

自分を知る　 自己分析

企業を知る　　企業分析

自分を知る　 自己分析

企業を知る　　企業分析

自分を知る　 自己分析

到達目標

  学校名： 専門学校九州スク ール• オブ• ビジネス 　 学科名： 経営学科

　 教科名： リ ク ルート ナビゲーショ ンⅠ 石坂幸樹 　 ■ 2年　 前期

講義
成績評価の方法・ 基準
筆記試験による評価

回 授業内容 備考
（ 評価ポイ ント ）

1
就職活動対策

自己PR 志望動機　面接

2
就職活動対策

自己PR 志望動機　面接

3
就職活動対策

自己PR 志望動機　面接

4
就職活動対策

自己PR 志望動機　面接

5
就職活動対策

自己PR 志望動機　面接

6
就職活動対策

自己PR 志望動機　面接

7
就職活動対策

自己PR 志望動機　面接

8
就職活動対策

自己PR 志望動機　面接

9
就職活動対策

自己PR 志望動機　面接

10
就職活動対策

自己PR 志望動機　面接

11
就職活動対策

自己PR 志望動機　面接

12
就職活動対策

自己PR 志望動機　面接

13
就職活動対策

自己PR 志望動機　面接

14
就職活動対策

自己PR 志望動機　面接

15
就職活動対策

自己PR 志望動機　面接

16
まと め



授業担当

就職活動対策
2単位　 32時数

面接指導 実務経験　
就職 有

授業の方法

課題内容
（ 授業時間内での設定課題）

企業を知る　　企業分析

自分を知る　 自己分析

企業を知る　　企業分析

自分を知る　 自己分析

企業を知る　　企業分析

自分を知る　 自己分析

企業を知る　　企業分析

自分を知る　 自己分析

企業を知る　　企業分析

自分を知る　 自己分析

企業を知る　　企業分析

自分を知る　 自己分析

企業を知る　　企業分析

自分を知る　 自己分析

企業を知る　　企業分析

自分を知る　 自己分析

企業を知る　　企業分析

自分を知る　 自己分析

企業を知る　　企業分析

自分を知る　 自己分析

企業を知る　　企業分析

自分を知る　 自己分析

企業を知る　　企業分析

自分を知る　 自己分析

企業を知る　　企業分析

自分を知る　 自己分析

企業を知る　　企業分析

自分を知る　 自己分析

企業を知る　　企業分析

自分を知る　 自己分析

到達目標

  学校名： 専門学校九州スク ール• オブ• ビジネス 　 学科名： 経営学科

　 教科名： リ ク ルート ナビゲーショ ンⅠ 石坂幸樹 　 ■ 2年　 後期

講義
成績評価の方法・ 基準
筆記試験による評価

回 授業内容 備考
（ 評価ポイ ント ）

1
就職活動対策

自己PR 志望動機　面接

2
就職活動対策

自己PR 志望動機　面接

3
就職活動対策

自己PR 志望動機　面接

4
就職活動対策

自己PR 志望動機　面接

5
就職活動対策

自己PR 志望動機　面接

6
就職活動対策

自己PR 志望動機　面接

7
就職活動対策

自己PR 志望動機　面接

8
就職活動対策

自己PR 志望動機　面接

9
就職活動対策

自己PR 志望動機　面接

10
就職活動対策

自己PR 志望動機　面接

11
就職活動対策

自己PR 志望動機　面接

12
就職活動対策

自己PR 志望動機　面接

13
就職活動対策

自己PR 志望動機　面接

14
就職活動対策

自己PR 志望動機　面接

15
就職活動対策

自己PR 志望動機　面接

16
まと め



授業担当

単位　 時数

実務経験　

放送局勤務歴有・ コ ンサル業務

授業の方法

課題内容

（ 授業時間内での設定課題）

課題テスト 有り

・ 過去問題より

課題テスト 有り

課題テスト 有り

課題テスト 有り

課題テスト 有り

課題テスト 有り

課題テスト 有り

課題テスト 有り

課題テスト 有り

課題テスト 有り

課題テスト 有り

到達目標

１ 、 検定3級合格

２ 、 社会人と し て役に立つ知識を修得

３ 、 マナーを通し て人間力を高める

  学校名： 専門学校九州スク ール• オブ• ビジネス 　 学科名： 経営学科

　 教科名： ビジネス実務I 堂上 　 ■ 2年　 前期

演習
成績評価の方法・ 基準
筆記試験による評価

回
授業内容

備考
（ 評価ポイ ント ）

1
授業内容の発表

・ 実務ガイ ド 本より

2
ビジネスマンと し ての資質

・ 執務要件、 　 （ まと め） シート

3
組織の機能

・ 業務分担、 職制

4
全体マナー　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 テキスト 仕上げ

5
文書（ 社内）

・ 知識＋事務用品

6
文書（ 社外）

・ 知識＋ａ

7
復習　 １

8
復習　 ２

9
過去問題

10
過去問題

11
過去問題

12
過去問題

13
過去問題

14
単位試験　 実施

15
単位試験　 振り 返り

過去問題

16



授業担当

単位　 時数

実務経験　

放送局勤務歴有・ コ ンサル業務

授業の方法

課題内容

（ 授業時間内での設定課題）

ク レーム開始授業説明、 到達点について

前期の復習　 発生練習　 電話応対

グループワーク でスク リ プト ( 台本) づく り

グループワーク 　 スク リ プト 作成

グループで発表　 ケーススタ ディ ー

商品の説明、 解説、 買う 気にさ せる話し 方

商品の説明、 解説、 買う 気にさ せる話し 方

内容評価: レポート 提出と 発表頻度

授業への積極的な関わり /チームの役割

多種多様なク レームについて、 基本的な対応方法を知る

①心情理解・ お詫び②原因・ 事実確認③代替案・ 解決策の提示

④再度のお詫び、 感謝ロールプレイ ングで実践演習

詫び状の書き 方( 参考例3パタ ーン) 各自の業種の

事例を想定し 記入

朝礼を想定し 話す内容を各自で考え発表

通学の仕方、 休日の過ごし 方、 ラ ンチのお店など自分が知っ ている情報を

SNSスタ イ ルで報告。 自己紹介、 5W2H端的に、 分かり やすく

グループワーク 　 KSB卒業旅行の企画

( 全学科が楽し める思い出に残る旅行のアイ ディ ア)

グループワーク 　 KSB卒業旅行の企画プレゼン

内容評価: レポート 提出/授業への積極的な関わり /チームの役割

到達目標

１ 、 接客応対の実績を事例を参考に、 ロールプレイ により 身につける

２ 、 おも てなし の心と かたちを習得する

３ 、 多様なク レームに対応でき る知識

  学校名： 専門学校九州スク ール• オブ• ビジネス 　 学科名： 経営学科

　 教科名： ビジネス実務I 	 堂上 　 ■ 2年　 後期

演習
成績評価の方法・ 基準
筆記試験による評価

回
授業内容

備考
（ 評価ポイ ント ）

1
導入授業

2
電話の受電スキル

3
売り 出し 訓練

4
売り 出し 訓練

5
売り 出し 訓練

6
プレゼン訓練

7
プレゼン訓練

8
中間評価

9
ク レーム対応

10
ク レーム対応

11
ク レーム対応

12
3分間スピーチ

13
マイ プレゼン

14
企画から プレゼン

15
企画から プレゼン

16
最終評価



授業担当

２ 単位　 ３ ２ 時数

実務経験　

有

授業の方法

課題内容

（ 授業時間内での設定課題）

到達目標

１ 、 学生と のコ ミ ュ ニケーショ ン、 行事アナウンス

２ 、 ビジネスプラ ンコ ンテスト に向けた準備

３ 、

  学校名： 専門学校九州スク ール• オブ• ビジネス 　 学科名： 経営学科

　 教科名： ホームルームI 石坂 　 ■  １ 年　 　 前期

演習
成績評価の方法・ 基準
筆記試験による評価

回
授業内容

備考
（ 評価ポイ ント ）

1
オリ エンテーショ ン　

2
学生サポート 　 提出さ れた課題レポート 返却

3
学生サポート 　 提出さ れた課題レポート 返却

4
学生サポート 　 提出さ れた課題レポート 返却

5
学生サポート 　 提出さ れた課題レポート 返却

6
学生サポート 　 提出さ れた課題レポート 返却

7
学生サポート 　 提出さ れた課題レポート 返却

8
学生サポート 　 提出さ れた課題レポート 返却　 コ ンテスト 準備

9
学生サポート 　 提出さ れた課題レポート 返却　 コ ンテスト 準備

10
学生サポート 　 提出さ れた課題レポート 返却　 コ ンテスト 準備

11
学生サポート 　 提出さ れた課題レポート 返却　 コ ンテスト 準備

12
学生サポート 　 提出さ れた課題レポート 返却　 コ ンテスト 準備

13
学生サポート 　 提出さ れた課題レポート 返却　 コ ンテスト 準備

14
学生サポート 　 提出さ れた課題レポート 返却　 コ ンテスト 準備

15
学生サポート 　 提出さ れた課題レポート 返却　 コ ンテスト 準備

16
前期振り 返り



授業担当

２ 単位　 ３ ２ 時数

実務経験　

有

授業の方法

課題内容

（ 授業時間内での設定課題）

到達目標

１ 、 学生と のコ ミ ュ ニケーショ ン、 行事アナウンス

２ 、 ビジネスプラ ンコ ンテスト に向けた準備

３ 、

  学校名： 専門学校九州スク ール• オブ• ビジネス 　 学科名： 経営学科

　 教科名： ホームルームI I 石坂 　 ■  １ 年　 　 後期

演習
成績評価の方法・ 基準
筆記試験による評価

回
授業内容

備考
（ 評価ポイ ント ）

1
オリ エンテーショ ン　 コ ンテスト 準備

2
学生サポート 　 提出さ れた課題レポート 返却　 コ ンテスト 準備

3
学生サポート 　 提出さ れた課題レポート 返却　 コ ンテスト 準備

4
学生サポート 　 提出さ れた課題レポート 返却

5
学生サポート 　 提出さ れた課題レポート 返却

6
学生サポート 　 提出さ れた課題レポート 返却

7
学生サポート 　 提出さ れた課題レポート 返却

8
学生サポート 　 提出さ れた課題レポート 返却

9
学生サポート 　 提出さ れた課題レポート 返却

10
学生サポート 　 提出さ れた課題レポート 返却

11
学生サポート 　 提出さ れた課題レポート 返却

12
学生サポート 　 提出さ れた課題レポート 返却

13
学生サポート 　 提出さ れた課題レポート 返却

14
学生サポート 　 提出さ れた課題レポート 返却

15
学生サポート 　 提出さ れた課題レポート 返却

16
後期振り 返り



授業担当

２ 単位　 ３ ２ 時数

実務経験　

有

授業の方法

課題内容

（ 授業時間内での設定課題）

15
学生サポート 　 提出さ れた課題レポート 返却　 コ ンテスト 準備

16
前期振り 返り

13
学生サポート 　 提出さ れた課題レポート 返却　 コ ンテスト 準備

14
学生サポート 　 提出さ れた課題レポート 返却　 コ ンテスト 準備

11
学生サポート 　 提出さ れた課題レポート 返却　 コ ンテスト 準備

12
学生サポート 　 提出さ れた課題レポート 返却　 コ ンテスト 準備

9
学生サポート 　 提出さ れた課題レポート 返却　 コ ンテスト 準備

10
学生サポート 　 提出さ れた課題レポート 返却　 コ ンテスト 準備

7
学生サポート 　 提出さ れた課題レポート 返却

8
学生サポート 　 提出さ れた課題レポート 返却　 コ ンテスト 準備

5
学生サポート 　 提出さ れた課題レポート 返却

6
学生サポート 　 提出さ れた課題レポート 返却

3
学生サポート 　 提出さ れた課題レポート 返却

4
学生サポート 　 提出さ れた課題レポート 返却

1
オリ エンテーショ ン　

2
学生サポート 　 提出さ れた課題レポート 返却

演習
成績評価の方法・ 基準
筆記試験による評価

回
授業内容

備考
（ 評価ポイ ント ）

到達目標

１ 、 学生と のコ ミ ュ ニケーショ ン、 行事アナウンス

２ 、 ビジネスプラ ンコ ンテスト に向けた準備

３ 、

  学校名： 専門学校九州スク ール• オブ• ビジネス 　 学科名： 経営学科

　 教科名： ホームルームⅢ 石坂 　 ■  2年　 　 前期



授業担当

２ 単位　 ３ ２ 時数

実務経験　

有

授業の方法

課題内容

（ 授業時間内での設定課題）

15
学生サポート 　 提出さ れた課題レポート 返却

16
総評

13
学生サポート 　 提出さ れた課題レポート 返却

14
学生サポート 　 提出さ れた課題レポート 返却

11
学生サポート 　 提出さ れた課題レポート 返却

12
学生サポート 　 提出さ れた課題レポート 返却

9
学生サポート 　 提出さ れた課題レポート 返却

10
学生サポート 　 提出さ れた課題レポート 返却

7
学生サポート 　 提出さ れた課題レポート 返却

8
学生サポート 　 提出さ れた課題レポート 返却

5
学生サポート 　 提出さ れた課題レポート 返却

6
学生サポート 　 提出さ れた課題レポート 返却

3
学生サポート 　 提出さ れた課題レポート 返却　 コ ンテスト 準備

4
学生サポート 　 提出さ れた課題レポート 返却

1
オリ エンテーショ ン　 コ ンテスト 準備

2
学生サポート 　 提出さ れた課題レポート 返却　 コ ンテスト 準備

演習
成績評価の方法・ 基準
筆記試験による評価

回
授業内容

備考
（ 評価ポイ ント ）

到達目標

１ 、 学生と のコ ミ ュ ニケーショ ン、 行事アナウンス

２ 、 ビジネスプラ ンコ ンテスト に向けた準備

３ 、

  学校名： 専門学校九州スク ール• オブ• ビジネス 　 学科名： 経営学科

　 教科名： ホームルームⅣ 石坂 　 ■  2年　 　 後期



授業担当

２ 単位　 ３ ２ 時数

実務経験　

有

授業の方法

課題内容

（ 授業時間内での設定課題）

レ ポート 提出

レ ポート 提出

レ ポート 提出

レ ポート 提出

レ ポート 提出

レ ポート 提出

レ ポート 提出

レ ポート 提出

レ ポート 提出

レ ポート 提出

レ ポート 提出

レ ポート 提出

レ ポート 提出

到達目標

１ 、 企業を理解するための基礎知識を習得する

２ 、 最新の重要キーワード ・ キーパーソ ンを理解する

３ 、 雑談のコ ツを身につけて会話力を向上さ せる

  学校名： 専門学校九州スク ール• オブ• ビジネス 　 学科名： 経営学科

　 教科名： 経営学 石坂 　 ■ 1年　 前期

演習
成績評価の方法・ 基準
筆記試験による評価

回
授業内容

備考
（ 評価ポイ ン ト ）

1
なぜ情報収集が必要なのか？

情報リ テラ シーの重要性と 様々な情報源の特徴を 知る

2
世の中の変化を 見てみよ う

日本、 世界、 技術、 労働、 企業の５ つの環境の変化を 知る

3
働き 方の変化を 見てみよ う

AI と I oTで仕事の何が変わる ？　 今後のビ ジネスへの影響を 知る

4
会社と は何か？①

経営理念やラ イ バル企業と 比較し て会社の特徴を 知る

5
会社と は何か？②

会社が周り （ ステーク ホルダー） に与える 経済効果を 知る

6
会社と は何か？③

会社の成績（ 決算） から 経営状態を 見よ う

7
ビ ジネスに関わる 重要なデータ

少子高齢化・ イ ン バウン ド ・ 物価・ 原油価格・ 国の財政など

8
為替（ 円相場） と は？

為替はなぜ動く のか？円高・ 円安がビジネスにどう 影響を与えるのか？

9
日経平均っ て何ですか？

ニュ ースでよく 聞く 「 株価」 と 「 為替」 と は？円高と 円安はどちら がプラ ス？

10
おカ ネの価値はどう 決まる ？

キャ ッ シュ レ ス時代〜給料も チャ ージ制に…！

11
日本にと っ て重要な予算と は？

税金のこ と ちゃ んと 知っ てる？ビジネスに関わる最新キーワード を知ろ う

12
雑談力でコ ミ ュ ニケーショ ン アッ プ①

雑談は雑な会話ではなく 、 コ ミ ュ ニケーショ ン のテク ニッ ク

13
雑談力でコ ミ ュ ニケーショ ン アッ プ②

面接での会話に役立つ雑談の作り 方・ 進め方

14
前期末試験

授業で取り 上げた内容と 、 最新のニュ ース記事から 出題

15
前期試験

16
まと め



授業担当

２ 単位　 ３ ２ 時数

実務経験　

有

授業の方法

課題内容

（ 授業時間内での設定課題）

レポート 提出

レポート 提出

レポート 提出

レポート 提出

レポート 提出

レポート 提出

レポート 提出

レポート 提出

レポート 提出

レポート 提出

レポート 提出

レポート 提出

レポート 提出

レポート 提出

テスト にて理解度を確認

到達目標 企業活動における戦略論および組織論の実践的な意味を 考察する

  学校名： 専門学校九州スク ール• オブ• ビジネス 　 学科名： 経営学科

　 教科名： 経営学 石坂 　 ■ 1年　 後期

演習
成績評価の方法・ 基準
筆記試験による評価

回
授業内容

備考
（ 評価ポイ ント ）

1
競争戦略

2
The Fi ve Compet i t i ve For ces

3
The Val ue Chai n

4
Rsour ce Based Vi ew

5
SWOT Anal ysi s

6
SWOT Anal ysi s

7
ク ラ スタ ー

8
｢経営戦略の定義」

9
チャ ンド ラ ーと アンゾフ

10
外部環境分析

11
内部環境分析

12
技術の進化と 経営戦略

13
後期総復習① 

総まと め

14
後期総復習②

総まと め

15
後期テスト  

16
振り 返り



授業担当

2単位　 32時数

実務経験　

有

授業の方法

課題内容

（ 授業時間内での設定課題）

レポート 提出

レポート 提出

レポート 提出

レポート 提出

レポート 提出

レポート 提出

レポート 提出

レポート 提出

レポート 提出

レポート 提出

レポート 提出

レポート 提出

到達目標

１ 、 SWOTから 実現生の高いビジネスアイ ディ アを 抽出でき る

２ 、

３ 、

  学校名： 専門学校九州スク ール• オブ• ビジネス 　 学科名： 経営学科

　 教科名： 起業論I  I I 石坂 　 ■ 1 年　 　 前期

演習
成績評価の方法・ 基準
筆記試験による評価

回
授業内容

備考
（ 評価ポイ ント ）

1
オリ エンテーショ ン

講師紹介、 講義の進め方

2
起業家の意識

起業目的、 目標設定、 課題の把握

3
ビジネスアイ デア

ビジネスニーズの把握　 ： 「 不」 から 考える

4
SWOT分析

ビジネスチャ ンス発見　 （ 外部環境）

5
SWOT分析

自分のセールスポイ ント 発見　 （ 内部環境）

6
経営戦略（ ド メ イ ン）

タ ーゲティ ング　 （ 標的顧客）

7
経営戦略（ ド メ イ ン）

STP　 （ タ ーゲティ ング、 ポジショ ニング）

8
経営戦術

ブラ ンド 戦略（ 高付加価値化）

9
経営戦術

選択と 集中　 （ マーチャ ンダイ ジング）

10
競争戦略

フ ァ イ ブフ ォ ース（ 競合分析）

11
競争戦略

３ つの戦略　 （ 事例）

12
競争戦略

３ つの戦略　 （ 事例）

13
レポート

14
経営実践1

15
経営実践2

16
経営実践3



授業担当

2単位　 32時数

実務経験　

有

授業の方法

課題内容

（ 授業時間内での設定課題）

レポート 提出

レポート 提出

レポート 提出

レポート 提出

レポート 提出

レポート 提出

レポート 提出

レポート 提出

レポート 提出

レポート 提出

レポート 提出

レポート 提出

レポート 提出

到達目標

１ 、 資金調達のための事業計画を 作成でき る

２ 、

３ 、

  学校名： 専門学校九州スク ール• オブ• ビジネス 　 学科名： 経営学科

　 教科名： 起業論I  I I 石坂 　 ■ 1年　 　 後期

演習
成績評価の方法・ 基準
筆記試験による評価

回
授業内容

備考
（ 評価ポイ ント ）

1
オリ エンテーショ ン

事業計画概要

2
経営戦略

SWOT分析

3
経営戦略

ビジネスコ ンセプト ・ ド メ イ ン

4
経営戦略

競争戦略・ 成長戦略

5
マーケティ ング戦略

STP（ セグメ ンテーショ ン・ タ ーゲティ ング・ ポジショ ニング）

6
マーケティ ング戦略

価格・ 製品戦略

7
マーケティ ング戦略

立地戦略

8
財務・ 会計戦略

PL　 （ 売上拡大、 損益分岐点文責）

9
財務・ 会計戦略

BS（ 資金調達）

10
財務・ 会計戦略

事業計画（ 飲食店開業計画）

11
財務・ 会計戦略

事業計画（ 不動産店開業計画）

12
財務・ 会計戦略

事業計画（ ネッ ト 通販店開業計画）

13
後期考査

14
経営実践1

15
経営実践2

16
経営実践3



授業担当

2単位　 32時数

実務経験　
有

授業の方法
課題内容

（ 授業時間内での設定課題）

レ ポート 提出

レ ポート 提出

レ ポート 提出

レ ポート 提出

レ ポート 提出

レ ポート 提出

レ ポート 提出

レ ポート 提出

レ ポート 提出

レ ポート 提出

レ ポート 提出

レ ポート 提出

グループ

個人

プレ ゼン テーショ ン

到達目標
１ 、 SWOTから 実現生の高いビジネスアイ ディ アを抽出でき る
２ 、
３ 、

  学校名： 専門学校九州スク ール• オブ• ビ ジネス 　 学科名： 経営学科

　 教科名： 起業論　 I I I  I V 石坂 　 ■ ２  年　 　 前期

演習 成績評価の方法・ 基準

回
授業内容

備考
（ 評価ポイ ン ト ）

1
オリ エン テーショ ン

講師紹介、 講義の進め方

2
起業家の意識

起業目的、 目標設定、 課題の把握

3
ビ ジネスアイ デア

ビ ジネスニーズの把握　 ： 「 不」 から 考える

4
SWOT分析

ビ ジネスチャ ン ス発見　 （ 外部環境）

5
SWOT分析

自分のセールスポイ ン ト 発見　 （ 内部環境）

6
経営戦略（ ド メ イ ン ）

タ ーゲティ ン グ　 （ 標的顧客）

7
経営戦略（ ド メ イ ン ）

STP　 （ タ ーゲティ ン グ、 ポジショ ニン グ）

8
経営戦術

ブラ ン ド 戦略（ 高付加価値化）

9
経営戦術

選択と 集中　 （ マーチャ ン ダイ ジン グ）

10
競争戦略

フ ァ イ ブフ ォ ース（ 競合分析）

11
競争戦略

３ つの戦略　 （ 事例）

12
競争戦略

３ つの戦略　 （ 事例）

13
レ ポート

14
リ フ レ ク ショ ン

15
リ フ レ ク ショ ン

16
リ フ レ ク ショ ン



授業担当

2単位　 32時数

実務経験　
有

授業の方法
課題内容

（ 授業時間内での設定課題）

レ ポート 提出

レ ポート 提出

レ ポート 提出

レ ポート 提出

レ ポート 提出

レ ポート 提出

レ ポート 提出

レ ポート 提出

レ ポート 提出

レ ポート 提出

レ ポート 提出

レ ポート 提出

レ ポート 提出

グループ

個人

プレ ゼン テーショ ン

到達目標
１ 、 資金調達のための事業計画を作成でき る
２ 、
３ 、

  学校名： 専門学校九州スク ール• オブ• ビ ジネス 　 学科名： 経営学科

　 教科名： 起業論　 I I I  I V 石坂 　 ■ ２  年　 　 後期

演習 成績評価の方法・ 基準

回
授業内容

備考
（ 評価ポイ ン ト ）

1
オリ エン テーショ ン

事業計画概要

2
経営戦略

SWOT分析

3
経営戦略

ビ ジネスコ ン セプト ・ ド メ イ ン

4
経営戦略

競争戦略・ 成長戦略

5
マーケティ ン グ戦略

STP（ セグメ ン テーショ ン ・ タ ーゲティ ン グ・ ポジショ ニン グ）

6
マーケティ ン グ戦略

価格・ 製品戦略

7
マーケティ ン グ戦略

立地戦略

8
財務・ 会計戦略

PL　 （ 売上拡大、 損益分岐点文責）

9
財務・ 会計戦略

BS（ 資金調達）

10
財務・ 会計戦略

事業計画（ 飲食店開業計画）

11
財務・ 会計戦略

事業計画（ 不動産店開業計画）

12
財務・ 会計戦略

事業計画（ ネッ ト 通販店開業計画）

13
後期考査

14
リ フ レ ク ショ ン

15
リ フ レ ク ショ ン

16
リ フ レ ク ショ ン



授業担当

　 2単位　 　 32時数

実務経験　

有

授業の方法 成績評価の方法・ 基準

課題内容

（ 授業時間内での設定課題）

教科ごと のカ リ キュ ラ ムを 再確認

履修状況確認

理解度を 確認し 、 遅れを サポート

個別指導

理解度を 確認し 、 遅れを サポート

個別指導

理解度を 確認し 、 遅れを サポート

個別指導

前期内容を 元に実習・ 講義

個別指導

前期内容を 元に実習・ 講義

個別指導

業界EXPO準備

個別指導

業界EXPO準備

個別指導

AI Cオンラ イ ン留学

ビジネス分野

AI Cオンラ イ ン留学

I T分野

AI Cオンラ イ ン留学

ペッ ト 分野

AI Cオンラ イ ン留学

スポーツビジネス分野

AI Cオンラ イ ン留学

フ ァ ッ ショ ン分野

AI Cオンラ イ ン留学

学生交流会

AI Cオンラ イ ン留学

まと め

前期振り 返り

後期に向けての目標等

備考
（ 評価ポイ ン ト ）

  学校名： 専門学校九州スク ール• オブ• ビジネス 　 学科名： 経営学科

　 教科名： スキルアッ プⅠ 石坂 ■ １ 年　 　 前期

到達目標
１ 年前期履修カ リ キュ ラ ムの復習・ サポート 授業実施
業界EXPOまでのサポート
オンラ イ ン留学の実施から 個々の視野を 広げる

講義・ 実技

回
授業内容

1 前期授業振り 返り

2 前期授業ブラ ッ シュ アッ プ

3 前期授業ブラ ッ シュ アッ プ

4 前期授業ブラ ッ シュ アッ プ

5 復習と スキルアッ プ

6 復習と スキルアッ プ

7 就職指導

8 就職指導

9 オンラ イ ン留学プログラ ム

10 オンラ イ ン留学プログラ ム

11 オンラ イ ン留学プログラ ム

12 オンラ イ ン留学プログラ ム

16 前期まと め

13 オンラ イ ン留学プログラ ム

14 オンラ イ ン留学プログラ ム

15 オンラ イ ン留学プログラ ム



授業担当

単位　 時数

実務経験　

有

授業の方法

課題内容

（ 授業時間内での設定課題）

教科ごと のカ リ キュ ラ ムを再確認

履修状況確認

理解度を確認し 、 遅れをサポート

個別指導

理解度を確認し 、 遅れをサポート

個別指導

理解度を確認し 、 遅れをサポート

個別指導

後期内容を元に実習・ 講義

個別指導

後期内容を元に実習・ 講義

個別指導

後期内容を元に実習・ 講義

個別指導

後期内容を元に実習・ 講義

個別指導

後期内容を元に実習・ 講義

個別指導

後期内容を元に実習・ 講義

個別指導

後期内容を元に実習・ 講義

個別指導

後期内容を元に実習・ 講義

個別指導

後期内容を元に実習・ 講義

個別指導

就職・ キャ リ アアッ プを目指し た

個別指導

就職・ キャ リ アアッ プを目指し た

個別指導

後期振り 返り

修飾語に向けての目標等

到達目標

１ 、 ビジネスプラ ンコ ンテスト に向けた準備

２ 、 検定試験対策講義

３ 、

  学校名： 専門学校九州スク ール• オブ• ビジネス 　 学科名： 経営学科

　 教科名： スキルアッ プ 石坂 　 ■  ２ 年　 　 前期

演習
成績評価の方法・ 基準
筆記試験による評価

回
授業内容

備考
（ 評価ポイ ン ト ）

1 前期授業振り 返り

2 前期授業ブラ ッ シュ アッ プ

3 前期授業ブラ ッ シュ アッ プ

4 前期授業ブラ ッ シュ アッ プ

5 復習と スキルアッ プ

6 復習と スキルアッ プ

7 復習と スキルアッ プ

8 復習と スキルアッ プ

9 復習と スキルアッ プ

10 復習と スキルアッ プ

11 復習と スキルアッ プ

12 復習と スキルアッ プ

16 後期まと め

13 復習と スキルアッ プ

14 就職サポート と キャ リ アアッ プ

15 就職サポート と キャ リ アアッ プ



授業担当

　 2単位　 　 32時数

実務経験　

有

授業の方法 成績評価の方法・ 基準

課題内容

（ 授業時間内での設定課題）

教科ごと のカ リ キュ ラ ムを 再確認

履修状況確認

理解度を 確認し 、 遅れを サポート

個別指導

理解度を 確認し 、 遅れを サポート

個別指導

理解度を 確認し 、 遅れを サポート

個別指導

後期内容を 元に実習・ 講義

個別指導

後期内容を 元に実習・ 講義

個別指導

後期内容を 元に実習・ 講義

個別指導

後期内容を 元に実習・ 講義

個別指導

後期内容を 元に実習・ 講義

個別指導

後期内容を 元に実習・ 講義

個別指導

後期内容を 元に実習・ 講義

個別指導

後期内容を 元に実習・ 講義

個別指導

後期内容を 元に実習・ 講義

個別指導

就職・ キャ リ アアッ プを 目指し た

個別指導

就職・ キャ リ アアッ プを 目指し た

個別指導

後期振り 返り

修飾語に向けての目標等

備考
（ 評価ポイ ン ト ）

  学校名： 専門学校九州スク ール• オブ• ビジネス 　 学科名： 経営学科

　 教科名： キャ リ アアッ プ 石坂  ■  １ 年　 　 後期

到達目標
１ 年次の振り 返り から 課題を 知り 改善する
就職内定に向けて個別指導を 行い、 目標を 持っ て取り 組める体制を 整える

講義

回
授業内容

1 前期授業振り 返り

2 前期授業ブラ ッ シュ アッ プ

3 前期授業ブラ ッ シュ アッ プ

4 前期授業ブラ ッ シュ アッ プ

5 復習と スキルアッ プ

6 復習と スキルアッ プ

7 復習と スキルアッ プ

8 復習と スキルアッ プ

9 復習と スキルアッ プ

10 復習と スキルアッ プ

11 復習と スキルアッ プ

12 復習と スキルアッ プ

16 後期まと め

13 復習と スキルアッ プ

14 就職サポート と キャ リ アアッ プ

15 就職サポート と キャ リ アアッ プ



授業担当

　 2単位　 　 32時数

実務経験　

有

授業の方法 成績評価の方法・ 基準

課題内容

（ 授業時間内での設定課題）

習熟度テスト

疑問点の解消

習熟度テスト

疑問点の解消

習熟度テスト

疑問点の解消

弱点の補強④ 習熟度テスト

疑問点の解消

弱点の補強⑤ 習熟度テスト

疑問点の解消

弱点の補強⑥ 習熟度テスト

疑問点の解消

弱点の補強⑦ 習熟度テスト

疑問点の解消

弱点の補強⑧ 習熟度テスト

疑問点の解消

弱点の補強⑨ 習熟度テスト

疑問点の解消

弱点の補強⑩ 習熟度テスト

疑問点の解消

弱点の補強11 習熟度テスト

疑問点の解消

弱点の補強12 習熟度テスト

疑問点の解消

弱点の補強13 習熟度テスト

疑問点の解消

習熟度テスト

疑問点の解消

備考
（ 評価ポイ ント ）

  学校名： 専門学校九州スク ール• オブ• ビジネス 　 学科名： 経営学科

　 教科名： 特別補講Ⅰ 石坂  ■  １ 年　 　 後期

到達目標 １ 年生の理解が不足し ている科目、 合格率の悪い科目の底上げ

講義

回
授業内容

1 弱点の補強①

2 弱点の補強②

3 弱点の補強③

4

5

6

7

8

9

10

11

12

16 まと め2

13

14 弱点の補強14

15 まと め1



授業担当

単位　 時数

実務経験　

有

授業の方法

課題内容

（ 授業時間内での設定課題）

教科ごと のカ リ キュ ラ ムを再確認

履修状況確認

理解度を確認し 、 遅れをサポート

個別指導

理解度を確認し 、 遅れをサポート

個別指導

理解度を確認し 、 遅れをサポート

個別指導

後期内容を元に実習・ 講義

個別指導

後期内容を元に実習・ 講義

個別指導

後期内容を元に実習・ 講義

個別指導

後期内容を元に実習・ 講義

個別指導

後期内容を元に実習・ 講義

個別指導

後期内容を元に実習・ 講義

個別指導

後期内容を元に実習・ 講義

個別指導

後期内容を元に実習・ 講義

個別指導

後期内容を元に実習・ 講義

個別指導

就職・ キャ リ アアッ プを目指し た

個別指導

就職・ キャ リ アアッ プを目指し た

個別指導

後期振り 返り

修飾語に向けての目標等

到達目標

１ 、 ビジネスプラ ンコ ンテスト に向けた準備

２ 、 検定試験対策講義

３ 、

前期授業振り 返り

演習
成績評価の方法・ 基準
筆記試験による評価

回
授業内容

備考
（ 評価ポイ ント ）

1

  学校名： 専門学校九州スク ール• オブ• ビジネス 　 学科名： 経営学科

　 教科名： スキルアッ プ 石坂 　 ■  ２ 年　 　 前期

2 前期授業ブラ ッ シュ アッ プ

3

4

前期授業ブラ ッ シュ アッ プ

前期授業ブラ ッ シュ アッ プ

5

6

復習と スキルアッ プ

復習と スキルアッ プ

7

8

復習と スキルアッ プ

復習と スキルアッ プ

9

10

復習と スキルアッ プ

復習と スキルアッ プ

11

12

復習と スキルアッ プ

復習と スキルアッ プ

13

14

復習と スキルアッ プ

就職サポート と キャ リ アアッ プ

15

16

就職サポート と キャ リ アアッ プ

後期まと め



授業担当

単位　 時数

実務経験　

有

授業の方法

課題内容

（ 授業時間内での設定課題）

習熟度テスト

疑問点の解消

習熟度テスト

疑問点の解消

習熟度テスト

疑問点の解消

習熟度テスト

疑問点の解消

習熟度テスト

疑問点の解消

習熟度テスト

疑問点の解消

習熟度テスト

疑問点の解消

習熟度テスト

疑問点の解消

習熟度テスト

疑問点の解消

習熟度テスト

疑問点の解消

習熟度テスト

疑問点の解消

習熟度テスト

疑問点の解消

習熟度テスト

疑問点の解消

習熟度テスト

疑問点の解消

習熟度テスト

疑問点の解消

到達目標

  学校名： 専門学校九州スク ール• オブ• ビジネス 　 学科名： 経営学科

　 教科名： 特別補講Ⅱ 石坂 　 ■  ２ 年　 　 後期

２ 年生の理解が不足し ている科目、 合格率の悪い科目の底上げ

演習
成績評価の方法・ 基準
筆記試験による評価

回
授業内容

備考
（ 評価ポイ ント ）

1 弱点の補強　 2年①

2 弱点の補強　 ２ 年②

3 弱点の補強　 ２ 年③

4 弱点の補強　 ２ 年④

5 弱点の補強　 ２ 年⑤

6 弱点の補強　 ２ 年⑥

7 弱点の補強　 ２ 年⑦

8 弱点の補強　 ２ 年⑧

9 弱点の補強　 ２ 年⑨

10 弱点の補強　 ２ 年⑩

11 弱点の補強　 ２ 年11

12 弱点の補強　 ２ 年12

16 まと め

13 弱点の補強　 ２ 年13

14 弱点の補強　 ２ 年14

15 弱点の補強　 ２ 年15



授業担当

6単位　 96時数

実務経験　

有

授業の方法 成績評価の方法・ 基準 企業による評価

課題内容

（ 授業時間内での設定課題）
備考

（ 評価ポイ ント ）

  学校名： 専門学校九州スク ール• オブ• ビジネス 　 学科名： 経営学科

　 教科名： ワーキング・ スタ ディ 石坂 　 ■ 1年　 前期

到達目標
授業内で学んだ知識・ 技術を 生かし 、 業界の求める人材と なるため、 学校指定の
会社にて実践を 行う

演習

回
授業内容

1 学校指定の会社での実務

2 学校指定の会社での実務

3 学校指定の会社での実務

4 学校指定の会社での実務

5 学校指定の会社での実務

6 学校指定の会社での実務

7 学校指定の会社での実務

8 学校指定の会社での実務

9 学校指定の会社での実務

10 学校指定の会社での実務

11 学校指定の会社での実務

12 学校指定の会社での実務

16 学校指定の会社での実務

13 学校指定の会社での実務

14 学校指定の会社での実務

15 学校指定の会社での実務



授業担当

6単位　 96時数

実務経験　

有

授業の方法 成績評価の方法・ 基準 企業による評価

課題内容

（ 授業時間内での設定課題）
備考

（ 評価ポイ ント ）

  学校名： 専門学校九州スク ール• オブ• ビジネス 　 学科名： 経営学科

　 教科名： ワーキング・ スタ ディ 石坂 　 ■ 1年　 後期

到達目標
授業内で学んだ知識・ 技術を 生かし 、 業界の求める人材と なるため、 学校指定の
会社にて実践を 行う

演習

回
授業内容

1 学校指定の会社での実務

2 学校指定の会社での実務

3 学校指定の会社での実務

4 学校指定の会社での実務

5 学校指定の会社での実務

6 学校指定の会社での実務

7 学校指定の会社での実務

8 学校指定の会社での実務

9 学校指定の会社での実務

10 学校指定の会社での実務

11 学校指定の会社での実務

12 学校指定の会社での実務

16 学校指定の会社での実務

13 学校指定の会社での実務

14 学校指定の会社での実務

15 学校指定の会社での実務



授業担当

6単位　 96時数

実務経験　

有

授業の方法 成績評価の方法・ 基準 企業による評価

課題内容

（ 授業時間内での設定課題）

体験レポート

体験レポート

体験レポート

体験レポート

体験レポート

体験レポート

体験レポート

体験レポート

体験レポート

体験レポート

体験レポート

体験レポート

体験レポート

体験レポート

体験レポート

体験レポート

備考
（ 評価ポイ ント ）

  学校名： 専門学校九州スク ール• オブ• ビジネス 　 学科名： 経営学科

　 教科名： ワーキング・ スタ ディ 石坂 　 ■ 2年　 前期

到達目標 2年生と し てのスキルを活かし 社会に出る前に学校指定の会社にて実践を行う

演習

回
授業内容

1 学校指定の会社での実務

2 学校指定の会社での実務

3 学校指定の会社での実務

4 学校指定の会社での実務

5 学校指定の会社での実務

6 学校指定の会社での実務

7 学校指定の会社での実務

8 学校指定の会社での実務

9 学校指定の会社での実務

10 学校指定の会社での実務

11 学校指定の会社での実務

12 学校指定の会社での実務

16 学校指定の会社での実務

13 学校指定の会社での実務

14 学校指定の会社での実務

15 学校指定の会社での実務



授業担当

6単位　 96時数

実務経験　

有

授業の方法 成績評価の方法・ 基準 企業による評価

課題内容

（ 授業時間内での設定課題）

体験レポート

体験レポート

体験レポート

体験レポート

体験レポート

体験レポート

体験レポート

体験レポート

体験レポート

体験レポート

体験レポート

体験レポート

体験レポート

体験レポート

体験レポート

体験レポート

備考
（ 評価ポイ ント ）

  学校名： 専門学校九州スク ール• オブ• ビジネス 　 学科名： 経営学科

　 教科名： ワーキング・ スタ ディ 石坂 　 ■ 2年　 後期

到達目標 2年生と し てのスキルを活かし 社会に出る前に学校指定の会社にて実践を行う

演習

回
授業内容

1 学校指定の会社での実務

2 学校指定の会社での実務

3 学校指定の会社での実務

4 学校指定の会社での実務

5 学校指定の会社での実務

6 学校指定の会社での実務

7 学校指定の会社での実務

8 学校指定の会社での実務

9 学校指定の会社での実務

10 学校指定の会社での実務

11 学校指定の会社での実務

12 学校指定の会社での実務

16 学校指定の会社での実務

13 学校指定の会社での実務

14 学校指定の会社での実務

15 学校指定の会社での実務



授業担当

8単位　 128時数

実務経験　

有

授業の方法 成績評価の方法・ 基準 企業による評価

課題内容

（ 授業時間内での設定課題）

企業評価振振り 返り

備考
（ 評価ポイ ント ）

  学校名： 専門学校九州スク ール• オブ• ビジネス 　 学科名： 経営学科

　 教科名： 企業研修A 石坂 　 ■ 1年　 前期

到達目標
授業内で学んだ知識・ 技術を 生かし 、 企業の求める人材と なるため、
実践を 行う 		

演習

回
授業内容

1 企業研修

2 企業研修

3 企業研修

4 企業研修

5 企業研修

6 企業研修

7 企業研修

8 企業研修

9 企業研修

10 企業研修

11 企業研修

12 企業研修

16 企業研修

13 企業研修

14 企業研修

15 企業研修



授業担当

8単位　 128時数

実務経験　

有

授業の方法 成績評価の方法・ 基準 企業による評価

課題内容

（ 授業時間内での設定課題）

企業評価振振り 返り

備考
（ 評価ポイ ント ）

  学校名： 専門学校九州スク ール• オブ• ビジネス 　 学科名： 経営学科

　 教科名： 企業研修A 石坂 　 ■１ 年　 後期

到達目標
授業内で学んだ知識・ 技術を 生かし 、 企業の求める人材と なるため、
実践を 行う 		

演習

回
授業内容

1 企業研修

2 企業研修

3 企業研修

4 企業研修

5 企業研修

6 企業研修

7 企業研修

8 企業研修

9 企業研修

10 企業研修

11 企業研修

12 企業研修

16 企業研修

13 企業研修

14 企業研修

15 企業研修



授業担当

8単位　 128時数

実務経験　

有

授業の方法 成績評価の方法・ 基準 企業による評価

課題内容

（ 授業時間内での設定課題）

研修レポート

研修レポート

研修レポート

研修レポート

研修レポート

研修レポート

研修レポート

研修レポート

研修レポート

研修レポート

研修レポート

研修レポート

研修レポート

研修レポート

研修レポート

企業評価振振り 返り

備考
（ 評価ポイ ント ）

  学校名： 専門学校九州スク ール• オブ• ビジネス 　 学科名： 経営学科

　 教科名： 企業研修A 石坂 　 ■ 2年　 前期

到達目標 ２ 年生と し ての知識・ 経験を活かし 、 社会に出る前の実践研修を行う 。

演習

回
授業内容

1 企業研修

2 企業研修

3 企業研修

4 企業研修

5 企業研修

6 企業研修

7 企業研修

8 企業研修

9 企業研修

10 企業研修

11 企業研修

12 企業研修

16 企業研修

13 企業研修

14 企業研修

15 企業研修



授業担当

8単位　 128時数

実務経験　

有

授業の方法 成績評価の方法・ 基準 企業による評価

課題内容

（ 授業時間内での設定課題）

研修レポート

研修レポート

研修レポート

研修レポート

研修レポート

研修レポート

研修レポート

研修レポート

研修レポート

研修レポート

研修レポート

研修レポート

研修レポート

研修レポート

研修レポート

企業評価振振り 返り

備考
（ 評価ポイ ント ）

  学校名： 専門学校九州スク ール• オブ• ビジネス 　 学科名： 経営学科

　 教科名： 企業研修A 石坂 　 ■2年　 後期

到達目標 ２ 年生と し ての知識・ 経験を活かし 、 社会に出る前の実践研修を行う 。

演習

回
授業内容

1 企業研修

2 企業研修

3 企業研修

4 企業研修

5 企業研修

6 企業研修

7 企業研修

8 企業研修

9 企業研修

10 企業研修

11 企業研修

12 企業研修

16 企業研修

13 企業研修

14 企業研修

15 企業研修



授業担当

8単位　 128時数

実務経験　

有

授業の方法 成績評価の方法・ 基準 企業による評価

課題内容

（ 授業時間内での設定課題）

企業評価振振り 返り

12 企業研修

16 企業研修

13 企業研修

14 企業研修

15 企業研修

9 企業研修

10 企業研修

11 企業研修

6 企業研修

7 企業研修

8 企業研修

3 企業研修

4 企業研修

5 企業研修

1 企業研修

2 企業研修

演習

回
授業内容

備考
（ 評価ポイ ント ）

  学校名： 専門学校九州スク ール• オブ• ビジネス 　 学科名： 経営学科

　 教科名： 企業研修B 石坂 　 ■ 1年　 前期

到達目標
授業内で学んだ知識・ 技術を 生かし 、 企業の求める人材と なるため、
実践を 行う 		



授業担当

8単位　 128時数

実務経験　

有

授業の方法 成績評価の方法・ 基準 企業による評価

課題内容

（ 授業時間内での設定課題）

企業評価振振り 返り

12 企業研修

16 企業研修

13 企業研修

14 企業研修

15 企業研修

9 企業研修

10 企業研修

11 企業研修

6 企業研修

7 企業研修

8 企業研修

3 企業研修

4 企業研修

5 企業研修

1 企業研修

2 企業研修

演習

回
授業内容

備考
（ 評価ポイ ント ）

  学校名： 専門学校九州スク ール• オブ• ビジネス 　 学科名： 経営学科

　 教科名： 企業研修B 石坂 　 ■ 1年　 後期

到達目標
授業内で学んだ知識・ 技術を 生かし 、 企業の求める人材と なるため、
実践を 行う 		



授業担当

8単位　 128時数

実務経験　

有

授業の方法 成績評価の方法・ 基準 企業による評価

課題内容

（ 授業時間内での設定課題）

研修レポート

研修レポート

研修レポート

研修レポート

研修レポート

研修レポート

研修レポート

研修レポート

研修レポート

研修レポート

研修レポート

研修レポート

研修レポート

研修レポート

研修レポート

企業評価振振り 返り

備考
（ 評価ポイ ント ）

  学校名： 専門学校九州スク ール• オブ• ビジネス 　 学科名： 経営学科

　 教科名： 企業研修B 石坂 　 ■ 2年　 前期

到達目標 ２ 年生と し ての知識・ 経験を活かし 、 社会に出る前の実践研修を行う 。

演習

回
授業内容

1 企業研修

2 企業研修

3 企業研修

4 企業研修

5 企業研修

6 企業研修

7 企業研修

8 企業研修

9 企業研修

10 企業研修

11 企業研修

12 企業研修

16 企業研修

13 企業研修

14 企業研修

15 企業研修



授業担当

8単位　 128時数

実務経験　

有

授業の方法 成績評価の方法・ 基準 企業による評価

課題内容

（ 授業時間内での設定課題）

研修レポート

研修レポート

研修レポート

研修レポート

研修レポート

研修レポート

研修レポート

研修レポート

研修レポート

研修レポート

研修レポート

研修レポート

研修レポート

研修レポート

研修レポート

企業評価振振り 返り

備考
（ 評価ポイ ント ）

  学校名： 専門学校九州スク ール• オブ• ビジネス 　 学科名： 経営学科

　 教科名： 企業研修B 石坂 　 ■ 2年　 後期

到達目標 ２ 年生と し ての知識・ 経験を 活かし 、 社会に出る前の実践研修を 行う 。

演習

回
授業内容

1 企業研修

2 企業研修

3 企業研修

4 企業研修

5 企業研修

6 企業研修

7 企業研修

8 企業研修

9 企業研修

10 企業研修

11 企業研修

12 企業研修

16 企業研修

13 企業研修

14 企業研修

15 企業研修



授業担当

8単位　 128時数

実務経験　

有

授業の方法 成績評価の方法・ 基準 企業による評価

課題内容

（ 授業時間内での設定課題）

研修レポート

研修レポート

研修レポート

研修レポート

研修レポート

研修レポート

研修レポート

研修レポート

研修レポート

研修レポート

研修レポート

研修レポート

研修レポート

研修レポート

研修レポート

企業評価振振り 返り

備考
（ 評価ポイ ント ）

  学校名： 専門学校九州スク ール• オブ• ビジネス 　 学科名： 経営学科

　 教科名： 企業研修C 石坂 　 ■ 2年　 前期

到達目標 ２ 年生と し ての知識・ 経験を活かし 、 社会に出る前の実践研修を行う 。

演習

回
授業内容

1 企業研修

2 企業研修

3 企業研修

4 企業研修

5 企業研修

6 企業研修

7 企業研修

8 企業研修

9 企業研修

10 企業研修

11 企業研修

12 企業研修

16 企業研修

13 企業研修

14 企業研修

15 企業研修



授業担当

8単位　 128時数

実務経験　

有

授業の方法 成績評価の方法・ 基準 企業による評価

課題内容

（ 授業時間内での設定課題）

研修レ ポート

研修レ ポート

研修レ ポート

研修レ ポート

研修レ ポート

研修レ ポート

研修レ ポート

研修レ ポート

研修レ ポート

研修レ ポート

研修レ ポート

研修レ ポート

研修レ ポート

研修レ ポート

研修レ ポート

企業評価振振り 返り

備考
（ 評価ポイ ント ）

  学校名： 専門学校九州スク ール• オブ• ビジネス 　 学科名： 経営学科

　 教科名： 企業研修C 石坂 　 ■ 2年　 後期

到達目標 ２ 年生と し ての知識・ 経験を活かし 、 社会に出る前の実践研修を行う 。

演習

回
授業内容

1 企業研修

2 企業研修

3 企業研修

4 企業研修

5 企業研修

6 企業研修

7 企業研修

8 企業研修

9 企業研修

10 企業研修

11 企業研修

12 企業研修

16 企業研修

13 企業研修

14 企業研修

15 企業研修



授業担当

8単位　 128時数

実務経験　

有

授業の方法 成績評価の方法・ 基準 企業による評価

課題内容

（ 授業時間内での設定課題）

研修レポート

研修レポート

研修レポート

研修レポート

研修レポート

研修レポート

研修レポート

研修レポート

研修レポート

研修レポート

研修レポート

研修レポート

研修レポート

研修レポート

研修レポート

企業評価振振り 返り

備考
（ 評価ポイ ント ）

  学校名： 専門学校九州スク ール• オブ• ビジネス 　 学科名： 経営学科

　 教科名： 企業研修D 石坂 　 ■ 2年　 前期

到達目標 ２ 年生と し ての知識・ 経験を 活かし 、 社会に出る前の実践研修を 行う 。

演習

回
授業内容

1 企業研修

2 企業研修

3 企業研修

4 企業研修

5 企業研修

6 企業研修

7 企業研修

8 企業研修

9 企業研修

10 企業研修

11 企業研修

12 企業研修

16 企業研修

13 企業研修

14 企業研修

15 企業研修



授業担当

8単位　 128時数

実務経験　

有

授業の方法 成績評価の方法・ 基準 企業による評価

課題内容

（ 授業時間内での設定課題）

研修レポート

研修レポート

研修レポート

研修レポート

研修レポート

研修レポート

研修レポート

研修レポート

研修レポート

研修レポート

研修レポート

研修レポート

研修レポート

研修レポート

研修レポート

企業評価振振り 返り

備考
（ 評価ポイ ント ）

  学校名： 専門学校九州スク ール• オブ• ビジネス 　 学科名： 経営学科

　 教科名： 企業研修D 石坂 　 ■ 2年　 後期

到達目標 ２ 年生と し ての知識・ 経験を活かし 、 社会に出る前の実践研修を行う 。

演習

回
授業内容

1 企業研修

2 企業研修

3 企業研修

4 企業研修

5 企業研修

6 企業研修

7 企業研修

8 企業研修

9 企業研修

10 企業研修

11 企業研修

12 企業研修

16 企業研修

13 企業研修

14 企業研修

15 企業研修



授業担当

4単位　 ６ ４ 時数

実務経験　
税理士その他有資格者

授業の方法

課題内容
（ 授業時間内での設定課題）

その日の授業内容の仕訳演習 商業簿記

その日の授業内容の仕訳演習 商業簿記

その日の授業内容の仕訳演習 商業簿記

その日の授業内容の仕訳演習 商業簿記

その日の授業内容の仕訳演習 商業簿記

その日の授業内容の仕訳演習 商業簿記

その日の授業内容の仕訳演習 商業簿記

その日の授業内容の仕訳演習 商業簿記

その日の授業内容の仕訳演習 商業簿記

その日の授業内容の仕訳演習 商業簿記

問題演習 商業簿記

問題演習 商業簿記

問題演習 商業簿記

問題演習 商業簿記

問題演習 商業簿記

問題演習＆解答解説 商業簿記

15
製造業会計

製造業一巡

16
前期試験

本試験と 同様の形式（ 商業簿記） にて実施

13
連結会計

開始仕訳、 連結修正仕訳

14
連結会計

内部取引相殺、 決算整理、 合併財務諸表作成

11
決算処理

精算表、 損益計算書＆貸借対照表、 株主資本等変動計算書、 帳簿の締め切り

12
本支店会計

内部取引相殺、 決算整理、 合併財務諸表作成

9
引当金、外貨換算会計

貸倒引当金、 修繕引当金、 退職給付引当金、 賞与引当金、 期中＆決算時外貨換算

10
税効果会計、収益認識基準

税効果会計、 収益認識基準

7
リース取引、研究開発費、ソフトウェア

フ ァ イ ナン スリ ース取引＆オペレ ーティ ン グリ ース取引、 研究開発費、 自社制作ソ フ ト ウェ ア

8
有価証券

売買目的有価証券、 満期保有目的債権、 子会社関連会社株式、 その他有価証券

5
銀行勘定調整表

残高が一致し ない時の処理

6
固定資産

割賦購入、 減価償却、 建設仮勘定、 買換＆除却＆滅失、 圧縮記帳

3
商品売買等

三分法＆売上原価対立法、 割戻し 、 ク レジッ ト 販売、 棚卸減耗＆商品評価損、 サービス業

4
手形、電子記録債権債務

裏書き 、 割引き 、 不渡り 、 営業外手形、 債権譲渡

1
株式会社設立　 配当　 無形固定資産

株式の発行、 剰余金の配当、 合併、 無形固定資産

2
法人税等、 消費税

法人税等仕訳、 課税所得の算定、 消費税仕訳

講義
成績評価の方法・ 基準
筆記試験によ る 評価

回 授業内容 備考
（ 評価ポイ ント ）

到達目標
１ 、 日商簿記検定試験2級合格
２ 、 日商簿記2級レ ベルの仕訳の習得
３ 、

  学校名： 専門学校九州スク ール• オブ• ビジネス 　 学科名： 経営学科

　 教科名： 簿記Ⅱ 村上 　 ■ 2年　 前期



授業担当

4単位　 ６ ４ 時数

実務経験　
税理士その他有資格者

授業の方法

課題内容
（ 授業時間内での設定課題）

問題演習

問題演習

問題演習

問題演習

問題演習

問題演習

問題演習

問題演習

問題演習

問題演習

問題演習

問題演習

問題演習

問題演習

問題演習

問題演習＆解答解説

15
工業簿記の財務諸表、本社工場会計

製造原価報告書、 損益計算書＆貸借対照表、 本社工場会計

16
後期試験

本試験と 同様の形式（ 商業簿記） にて実施

13
直接原価計算

直接原価計算と は？損益分岐点、 CVP分析

14
問題演習＆解答解説

直接原価計算を 主に問題演習＆解答解説

11
標準原価計算

労務費差異分析、 製造間接費差異分析、 勘定記入

12
問題演習＆解答解説

標準原価計算を 主に問題演習＆解答解説

9
問題演習＆解答解説

総合原価計算を 主に問題演習＆解答解説

10
標準原価計算

標準原価計算と は？標準原価計算の計算、 原価差異の把握、 材料差異

7
総合原価計算

総合原価計算と は？月末仕掛品の計算、 工程別総合原価計算、 組別総

8
総合原価計算

等級別総合原価計算、 仕損＆減損、 材料の追加投入

5
部門別個別原価計算

部門個別費集計、 製造部門への配賦、 予定配布

6
問題演習＆解答解説

個別原価計算を 主に問題演習＆解答解説

3
労務費、経費

予定賃率、 消費の処理

4
個別原価計算

個別原価計算と は？直接費の賦課と 間接費の配賦、 予定配賦率

1
ガイ ダン ス、 材料費

工業簿記と は？材料費の分類、 購入＆消費の処理、 棚卸減耗

2
材料費、労務費

予定消費単価、 労務費の分類、 支払い時の処理

講義
成績評価の方法・ 基準
筆記試験によ る 評価

回 授業内容 備考
（ 評価ポイ ン ト ）

到達目標
１ 、 日商簿記検定試験2級合格
２ 、 日商簿記2級レ ベルの仕訳の習得
３ 、

  学校名： 専門学校九州スク ール• オブ• ビジネス 　 学科名： 経営学科

　 教科名： 簿記Ⅱ 村上 　 ■ 2年　 後期
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